
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
お
け
る
騎
士
修
道
会
の
発
展

…
1
会
議
・
集
会
の
分
析
を
中
心
に
ー
ー

櫻

井

康

人
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門
要
約
回
　
西
欧
封
建
制
と
の
比
較
史
的
観
点
か
ら
為
さ
れ
た
J
・
L
・
ラ
モ
ン
ト
の
考
察
以
降
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
史
研
究
は
国
王
・
貴
族
関
係
の
検
討

を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
慢
性
的
臨
戦
態
勢
、
恒
常
的
人
力
不
足
や
＝
一
　
世
紀
の
国
王
不
在
と
い
う
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
特
有
の
状
況
を
鑑
み
る
と
、

依
然
と
し
て
国
王
、
貴
族
関
係
の
み
に
固
執
し
た
従
来
の
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
史
研
究
で
は
、
王
国
像
の
正
確
な
把
握
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
広
大
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
所
領
を
背
景
に
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
で
最
も
安
定
し
た
人
力
を
保
持
し
て
い
た
テ
ン
プ
ル
・
聖
ヨ
ハ
ネ
両
騎
士
修
道
会
を

考
察
対
象
と
す
る
。
文
書
史
料
、
年
代
記
史
料
を
再
度
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
領
拡
大
・
特
権
獲
得
・
調
停
者
の
役
割
を
背
景
に
、
王
国
末
期
に

は
、
騎
士
修
道
会
が
。
霞
警
守
q
窪
2
聾
ω
を
政
治
権
力
の
基
盤
と
し
て
、
実
質
的
に
は
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
を
維
持
す
る
団
体
で
あ
っ
た
、
と
い
う
新
た
な

王
国
像
が
導
き
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
一
巻
四
号
　
［
九
九
八
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

｛
〇
九
五
年
一
一
月
二
七
日
、
ク
レ
ル
モ
ン
教
会
会
議
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス
ニ
世
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
十
字
軍
運
動
の
結
果
、

聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
を
中
心
に
十
字
軍
国
家
が
誕
生
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
は
、
西
欧
社
会

か
ら
分
離
さ
れ
、
ム
ス
リ
ム
勢
力
に
囲
ま
れ
た
状
況
で
如
何
に
二
〇
〇
年
間
も
存
続
し
得
た
の
か
、
と
い
う
の
が
筆
者
が
最
初
に
抱
い
た
問
題

（547）

意
識
で
あ
る
。
一
般
的
に
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
像
は
、
ム
ス
リ
ム
等
の
外
部
勢
力
の
分
裂
・
統
一
や
数
回
に
渡
る
十
字
軍
に
翻
弄
さ
れ
る
消
極
的
　
臓



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
国
家
と
し
て
描
か
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
先
の
問
題
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
外
部
勢
力
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、
そ
の

存
続
を
支
え
た
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
内
部
の
権
力
構
造
を
杷
握
す
る
こ
と
が
有
益
か
つ
必
要
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
内
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

構
造
を
研
究
対
象
と
し
て
最
初
に
本
格
的
に
扱
か
っ
た
の
が
ラ
・
モ
ン
ト
で
あ
る
。

　
ラ
・
モ
ン
ト
の
考
察
の
特
徴
は
、
西
欧
封
建
制
と
の
比
較
史
的
観
点
・
法
制
史
的
観
点
・
国
王
と
諸
勢
力
の
関
係
の
考
察
、
と
い
う
三
点
で

あ
り
、
こ
れ
ら
は
以
後
の
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
史
研
究
を
国
制
史
中
心
に
方
向
付
け
、
そ
の
考
察
の
論
点
を
決
定
付
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ラ
・
モ
ン
ト
が
そ
の
考
察
に
お
い
て
最
も
力
点
を
置
い
た
の
が
国
王
と
貴
族
間
の
、
い
わ
ゆ
る
封
建
制
度
上
部
構
造
の
、
関
係
で
あ
る
。
ラ
・

モ
ン
ト
は
国
王
主
催
の
封
建
会
議
で
あ
る
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
を
検
討
対
象
と
し
、
結
果
、
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
・
ド
・
ブ
イ
ヨ
ン
以
降
の
選
挙
に
よ
る

国
王
選
出
は
国
王
を
支
配
者
で
は
な
く
宗
主
に
し
て
い
た
点
や
、
王
国
の
重
大
事
項
は
全
て
貴
族
が
そ
の
政
治
権
力
の
基
盤
と
し
て
い
た
オ
ー

ト
・
ク
ー
ル
で
決
定
さ
れ
て
い
た
点
を
根
拠
に
、
初
期
カ
ペ
ー
朝
と
の
類
似
性
を
強
調
し
、
フ
ラ
ン
ス
封
建
制
は
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
で
純
粋
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
⑥

形
で
発
展
し
た
と
す
る
「
純
粋
封
建
制
論
」
を
提
唱
し
た
。
こ
の
「
純
粋
封
建
制
論
」
は
ブ
ロ
ッ
ク
や
ラ
ン
シ
マ
ン
と
い
っ
た
研
究
者
に
多
大

な
影
響
を
与
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
こ
の
見
解
は
、
プ
ラ
ワ
ー
や
リ
シ
ャ
ー
ル
ら
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
。
彼
ら
は
、
先
ず
ラ
・
モ
ン
ト
が
史
料
と
し
て
依
拠
し
た
ジ
ャ
ン
・
デ

ィ
ブ
ラ
ン
の
法
書
そ
の
も
の
に
異
議
を
唱
え
る
。
即
ち
、
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
最
有
力
貴
族
家
系
出
身
の
ジ
ャ
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
に
よ
っ
て
＝
二

世
紀
に
描
か
れ
た
王
国
像
は
現
実
を
反
映
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
点
や
一
三
世
紀
の
像
を
一
二
世
紀
に
は
適
用
で
き
な
い
点
を
指
摘
す
る

の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
後
期
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
お
い
て
は
貴
族
権
力
が
強
固
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
る
も
の
の
、
そ
の
上
で
、
エ
ル
サ
レ

ム
王
国
建
国
が
比
較
的
公
権
力
の
強
固
で
あ
っ
た
ロ
レ
ー
ヌ
公
と
そ
の
家
臣
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
こ
と
等
を
根
拠
に
、
少
な
く
と
も
初
期
王
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

で
は
王
権
が
強
固
で
あ
っ
た
と
す
る
。
プ
ラ
ワ
ー
は
、
王
権
の
弱
体
化
の
契
機
を
〉
ω
。
。
肪
Φ
ω
鶏
㌶
ご
α
q
Φ
。
Φ
の
施
行
と
し
、
そ
こ
に
貴
族
権
力

増
大
の
転
換
点
の
存
在
を
認
め
る
。
プ
ラ
ワ
ー
や
リ
シ
ャ
ー
ル
の
主
張
す
る
、
初
期
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
お
け
る
王
権
の
強
固
さ
は
、
マ
イ

　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ヤ
ー
や
ラ
イ
リ
！
・
ス
ミ
ス
に
よ
っ
て
修
正
は
さ
れ
る
も
の
の
、
通
説
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
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⑬

　
し
か
し
、
近
年
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
テ
ィ
ブ
ル
に
よ
っ
て
根
底
か
ら
否
定
さ
れ
る
。
テ
ィ
ブ
ル
は
、
従
来
の
研
究
が
信
懸
性
の
低
い
法
書
史

料
や
年
代
記
史
料
を
中
心
に
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
そ
の
史
料
を
チ
ャ
ー
タ
ー
等
の
文
書
史
料
に
限
定
し
、
特
に
所
領
状
況
の
調

査
を
基
に
考
察
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
貴
族
所
領
は
王
国
初
期
よ
り
聖
職
者
や
騎
士
修
道
会
に
そ
の
大
半
が
譲
渡
・
寄
進
さ
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

こ
と
を
明
確
に
示
し
、
結
論
と
し
て
王
国
全
期
を
通
じ
て
貴
族
勢
力
は
脆
弱
で
あ
り
、
王
権
が
強
固
で
あ
っ
た
こ
と
を
導
き
出
し
た
。

　
以
上
が
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
国
制
史
研
究
の
概
観
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
大
き
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
ラ
・
モ
ン
ト
以
降
、
各
研
究
者
は

国
王
と
貴
族
の
関
係
の
考
察
の
み
に
立
脚
し
、
依
然
と
し
て
古
典
的
な
封
建
社
会
の
枠
組
み
か
ら
脱
却
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
王
国
全
体
の

権
力
構
造
の
把
握
を
試
み
る
際
、
西
欧
社
会
と
は
異
な
っ
た
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
特
有
な
諸
条
件
、
つ
ま
り
慢
性
的
臨
戦
態
勢
・
恒
常
的
人
力

不
足
、
＝
～
二
二
年
の
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ブ
リ
エ
ン
ヌ
渡
欧
以
降
の
国
王
不
在
状
況
、
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
王
国
領
の
削
減
と
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
貴

族
の
キ
プ
ロ
ス
移
住
等
の
状
況
を
鑑
み
る
と
、
従
来
の
国
王
・
貴
族
関
係
の
み
の
検
討
に
よ
る
王
国
の
権
力
構
造
の
再
構
成
は
不
可
能
で
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

か
つ
意
味
を
成
さ
な
い
と
考
え
る
に
難
く
な
い
。

　
王
国
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
国
王
・
貴
族
以
外
の
要
素
と
し
て
は
、
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
・
キ
プ
ロ
ス
王
国
・
騎
士
修
道

会
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
（
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
在
住
の
西
欧
人
の
総
称
）
・
教
会
聖
職
者
等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
史
が
国
制
史
を
中
心
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

し
た
も
の
で
あ
る
　
方
、
こ
れ
ら
の
各
勢
力
を
考
察
対
象
と
し
た
研
究
も
充
実
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
未
だ
佃
別
研
究
の
域
を
出

る
こ
と
は
な
く
、
従
来
の
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
国
制
史
研
究
と
の
有
機
的
な
関
連
を
試
み
た
考
察
の
必
要
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
上
に
列
挙
し
た
諸
勢
力
の
中
で
も
、
王
国
の
維
持
・
防
衛
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
聖
地
国
家
に
本
部
を
置
き
、
そ
の
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
拡

が
る
広
大
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
背
景
に
、
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
に
お
い
て
相
対
的
に
最
も
安
定
し
た
人
力
（
軍
事
力
）
・
経
済
力
を
保
持
し
て
い
た

テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
・
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
が
王
国
の
存
亡
に
関
わ
る
要
素
と
し
て
最
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
騎
士
修

道
会
と
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
国
政
と
の
関
係
と
そ
こ
に
お
け
る
役
割
の
考
察
は
最
も
重
要
な
検
討
事
項
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
導
か
れ
る
。

従
来
の
研
究
に
お
い
て
も
騎
士
修
道
会
の
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
に
お
け
る
重
要
性
は
指
摘
さ
れ
つ
つ
も
、
騎
士
修
道
会
は
あ
く
ま
で
も
独
立
要
素
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で
あ
る
と
い
う
暗
黙
の
前
提
条
件
の
た
め
か
、
軍
事
面
で
の
活
動
以
外
に
騎
士
修
道
会
と
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
と
の
関
連
を
検
討
し
た
研
究
は
殆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ど
為
さ
れ
て
い
な
い
。
唯
一
、
騎
士
修
道
会
の
政
治
的
側
面
に
焦
点
を
当
て
た
の
は
う
イ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
で
あ
る
が
、
後
で
述
べ
る
様
に
、
そ

こ
に
お
い
て
も
明
確
な
結
論
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
権
力
構
造
と
テ
ン
プ
ル
・
聖
ヨ
ハ
ネ
両
騎
士
修
道
会
と
の
関
連
を
考
察
対
象
と
し
、
騎
士
修
道
会

が
王
国
の
国
政
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
、
関
わ
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
何
時
、
如
何
な
る
面
で
、
如
何
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
の
検
討
を
試
み
た
い
。

104　（550）

①
ル
ネ
・
グ
ル
ッ
セ
（
橋
口
倫
介
訳
）
『
十
掌
軍
㎞
、
白
水
社
、
一
九
五
四
年
、
一

　
一
－
三
〇
頁
、
で
は
、
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
ニ
世
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
エ
ブ

　
ル
・
ド
・
ル
ー
シ
ー
の
ア
ラ
ゴ
ン
侵
攻
（
　
〇
六
三
～
六
五
年
目
等
も
十
字
軍
と

　
捉
え
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス
ニ
世
の
演
説
を
十
字
軍
の
出
発
点

　
と
す
る
。
尚
、
ウ
ル
バ
ヌ
ス
の
演
説
に
関
し
て
は
、
八
塚
聾
児
「
第
一
回
十
字
軍

　
の
召
集
（
一
）
」
～
「
第
　
回
十
字
軍
の
召
集
（
五
）
」
『
桃
山
歴
史
・
地
理
』
一
九

　
一
二
三
号
、
等
を
参
照
。

②
主
な
も
の
と
し
て
は
U
。
鳥
戸
O
‘
§
§
鳶
§
守
臨
ミ
翫
§
防
§
嵩
ミ
息
§

　
§
携
N
鴨
沁
＆
§
艦
ミ
鴨
卜
葛
§
自
証
、
§
犠
§
タ
℃
母
一
。
。
し
Q
。
豫
咀
一
国
窪
田
。
奔
菊
こ
9
防
－

　
簿
§
紺
憂
§
嵩
喧
蔑
ら
詳
§
ミ
鶏
紺
嵩
N
“
N
ミ
や
結
リ
ト
ぎ
湊
ぴ
毎
。
ぎ
一
Q
。
り
○
。
引
O
o
㌣

　
匹
①
H
甲
0
．
図
‘
§
馬
出
霜
§
窒
爲
寒
ミ
駄
目
≧
旨
貯
ミ
丸
O
逡
ミ
爲
ゆ
N
卜
◎
”
い
。
早

　
q
o
P
一
。
。
鴇
．
等
。

③
訂
竃
。
暮
Φ
し
．
r
斜
§
凶
§
嵩
ミ
偽
書
§
隷
属
§
因
簿
寒
ミ
駄
詩
ミ
・

　
隷
鳶
ミ
Ψ
賦
O
や
魅
◎
ト
O
帥
ヨ
訂
一
伍
α
q
P
一
Φ
ω
卜
。
．
（
以
下
凄
費
§
N
§
、
ミ
厳
ミ
と
略
。
）

④
　
そ
も
そ
も
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
封
建
制
が
純
粋
に
、
理

　
想
の
形
で
発
展
し
た
こ
と
を
提
唱
し
た
の
は
、
O
欝
識
。
ぴ
巳
P
竃
‘
寧
～
§
窺
執
脳

　
喝
ミ
養
、
§
ト
ご
、
鍔
翁
曽
鴇
防
象
一
差
器
量
曇
℃
帥
『
グ
一
8
し
。
■
で
あ
る
が
、
史

　
料
的
裏
付
け
が
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。

⑤
じ
ご
一
。
。
戸
竃
‘
卜
含
ミ
“
、
“
蚕
。
§
貯
訴
。
幕
卜
。
㌔
鼠
。
。
レ
リ
。
。
¢
も
・
卜
⊃
。
。
㊤
．

⑥
幻
§
。
ぎ
四
p
の
‘
醇
撃
ミ
毒
駄
継
馬
9
・
～
蓬
轟
w
く
。
冨
b
ゆ
ヨ
げ
「
匡
α
q
p
δ
0
。
。
．

⑦
℃
葺
く
Φ
「
こ
こ
．
、
じ
⑦
ω
筏
①
邑
Φ
【
。
。
竃
玉
垂
儒
巴
織
。
。
ユ
跳
鼠
号
蕊
げ
δ
巻
信
羅

　
一
匹
［
ぎ
儒
①
ま
凄
ω
巴
Φ
ヨ
”
琵
①
円
①
o
§
ω
一
詠
錘
篇
自
．
ド
肉
遷
ミ
職
§
象
ミ
越
§
翫
ぎ
鼻

　
×
×
H
H
甲
一
¢
黛
も
や
膳
9
－
お
群
一
－
第
w
．
6
Q
き
巳
窃
。
・
Φ
①
こ
⑦
み
α
q
謬
①
欲
。
儒
9
曾

　
δ
誘
仁
ヨ
①
或
ヨ
畠
①
富
毎
し
。
帥
｝
①
箏
、
．
▼
ミ
馨
鳶
出
繋
く
×
＜
し
¢
も
只
P
窓
’
鉦
る
郵
等

　
参
照
。

⑧
空
。
訂
門
伍
し
一
．
．
評
三
Φ
叫
、
9
冨
瓢
二
跳
p
い
Φ
。
。
ρ
轟
窪
Φ
訂
δ
嘗
醇
号
ω

　
お
k
砦
ヨ
①
ω
匹
①
隷
崔
鋸
ぼ
日
Φ
け
仙
①
O
着
お
、
ド
沁
遷
ミ
誌
ミ
款
嶋
ミ
誉
ミ
d
蹄
、
蔦
撃

　
箆
騎
ミ
鳳
ミ
嵩
鷺
♪
ω
費
♪
×
×
≦
同
H
“
一
三
ρ
竈
．
雪
韮
。
。
。
。
．
∵
算
Ψ
貯
謹
ミ
§
馬
ミ
凡
℃
周

　
譜
糠
謡
§
紺
ミ
”
℃
鼠
。
。
－
冨
O
G
。
．
等
参
照
。

⑨
リ
シ
ャ
ー
ル
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
国
王
権
が
強
固
で
あ
っ
た
理
由
と
し
て
、
他
に

　
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
時
代
の
教
会
か
ら
の
自
立
を
挙
げ
て
い
る
が
、
根
拠
が
不
十
分
で
あ

　
る
。

⑩
八
塚
春
児
「
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
国
制
帽
研
究
の
諸
問
題
」
『
桃
山
歴
史
・
地
理
㎞

　
一
六
－
一
七
合
併
号
、
一
九
八
○
年
、
二
　
－
二
二
頁
、
で
は
「
〔
》
し
・
ω
冨
⑦
ω
自
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♂
賜
α
q
Φ
o
①
は
〕
シ
ド
ン
領
主
ジ
ェ
ラ
…
ル
が
法
廷
で
の
裁
判
な
し
に
家
臣
か
ら

　
封
を
没
収
し
た
事
件
に
際
し
て
ア
モ
…
リ
ー
一
世
が
発
し
た
法
令
で
あ
り
、
全
陪

　
臣
が
国
王
に
臣
従
ぎ
導
奪
お
①
賦
α
q
㊦
を
な
す
こ
と
、
及
び
法
廷
で
の
裁
判
な
し
に

　
所
領
を
没
収
で
き
な
い
こ
と
の
二
点
を
骨
子
と
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、
簗
一
醒
－

　
ω
欝
搾
ダ
｝
；
．
．
↓
冨
＞
6
。
ω
置
Φ
G
o
ξ
い
蝉
ビ
陣
α
q
①
o
Φ
弩
傷
チ
㊦
O
o
旨
偉
績
昌
o
h
＞
o
話
、
ド

　
ぎ
ミ
翫
。
冒
×
×
＜
H
押
お
謡
も
ワ
｝
刈
り
ゐ
O
心
．
（
以
下
・
．
円
ぽ
》
。
・
ω
ジ
㊦
、
．
と
略
）
で
は
、

　
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ド
・
シ
ド
ン
と
争
っ
た
の
は
ボ
ー
ド
ワ
ン
三
世
で
あ
り
、
》
。
・
臨
器

　
。
・
自
用
ピ
戯
Φ
o
㊦
の
立
法
化
が
ア
モ
ー
リ
ー
の
時
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
空
『
零

　
ω
鼠
チ
に
よ
る
と
曽
ω
一
ω
Φ
ω
自
旨
い
一
α
q
①
8
は
①
王
権
の
強
化
②
各
領
主
の
裁
判

　
権
の
弱
体
化
③
王
権
に
と
っ
て
両
面
性
（
有
利
・
不
利
）
を
持
つ
も
の
④
貴
族
権

　
力
の
強
化
、
と
受
け
方
に
よ
っ
て
四
つ
の
解
釈
が
可
能
と
な
る
と
さ
れ
る
。

⑪
竃
醸
㊥
朗
霞
．
国
こ
§
鴨
9
霧
霜
騨
甲
○
駄
。
【
倉
6
刈
メ
署
’
0
。
。
ゐ
b
。
甲
唱
唱
．

　
一
〇
刈
点
ω
①
．
は
王
権
弱
体
化
の
時
期
を
修
正
す
る
。
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
と
、
ボ
ー

　
ド
ワ
ン
一
世
と
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教
ア
ル
ヌ
ル
フ
ス
の
対
立
（
一
一
一
五
年
）

　
や
ボ
ー
ド
ワ
ン
ニ
世
の
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
侵
攻
に
対
す
る
貴
族
層
の
反
対
（
＝

　
二
〇
年
）
等
を
契
機
に
王
権
の
弱
体
化
傾
向
が
見
ら
れ
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
三
量
時
に

　
は
国
王
の
経
済
的
困
窮
が
そ
の
政
治
的
権
限
を
完
全
に
弱
め
た
こ
と
が
示
さ
れ
て

　
い
る
。

⑫
霊
｝
①
写
ω
鼠
島
｝
こ
．
．
目
訂
曽
ω
誇
、
．
．
∵
陣
匹
．
▼
§
偽
津
ミ
§
N
さ
ミ
亀
§
織
馬
隷

　
翰
嵩
罫
ミ
駄
詩
、
塞
窺
貯
ミ
置
漣
∴
め
§
ピ
。
亀
。
戸
一
㊤
刈
○
。
．
（
以
下
、
壽
疑
§
N

　
さ
い
ミ
ミ
と
略
）
で
は
、
》
ω
臨
ω
Φ
5
。
霞
『
犀
α
q
Φ
o
⑦
が
殆
ど
機
能
し
な
か
っ
た
事

　
を
史
料
か
ら
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
根
拠
に
　
三
世
紀
に
貴
族
に
よ
っ
て
描
か
れ

　
た
王
国
像
は
「
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
」
に
す
ぎ
な
い
、
と
す
る
。
し
か
し
、
法
書
史

　
料
へ
の
疑
問
は
投
じ
た
も
の
の
、
ラ
イ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
の
王
権
と
貴
族
権
力
の
考

　
察
は
プ
ラ
ワ
ー
の
も
の
と
大
幅
に
は
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

⑬
ゴ
げ
び
寛
し
。
‘
§
、
N
§
書
§
駄
、
隷
じ
誌
§
巳
ミ
ぎ
導
§
肉
言
書
ミ
駄
詩
、
零

　
ミ
§
甲
羅
℃
や
魅
リ
ト
○
×
h
9
匹
▼
お
。
。
り
．
（
以
下
、
さ
・
ミ
§
§
蹴
ト
ミ
誉
ミ
萄
と

　
略
）
。

⑭
。
§
み
竈
・
甲
⑩
。
。
．
テ
ィ
ブ
ル
は
王
権
の
強
固
さ
を
主
張
す
る
に
当
た
っ
て
、

　
貴
族
の
所
領
基
盤
の
脆
弱
さ
と
共
に
、
貴
族
領
の
要
領
復
帰
・
薪
貴
族
の
創
造
・

　
王
室
保
持
・
貴
族
へ
の
制
隈
と
い
う
四
つ
の
国
王
の
権
力
基
盤
に
つ
い
て
の
考
察

　
を
行
っ
て
い
る
。

⑮
国
董
・
貴
族
以
外
の
要
素
の
重
要
性
は
、
O
接
Φ
戸
O
．
Ψ
．
ド
二
三
。
詠
獄
陣
ゆ
簿

　
♂
。
・
ぎ
。
。
蜂
暮
博
8
ω
宕
簿
一
ρ
g
。
・
縣
Φ
一
、
o
話
①
導
訂
陣
ぎ
、
．
甲
9
就
§
鷺
偽
9
甑
譜
蓄
縫
↓
ミ

　
寒
ミ
題
。
ミ
ミ
譜
ミ
智
㌧
N
§
帖
§
ミ
肉
置
馬
跳
馬
ミ
無
爵
嵩
§
臨
。
、
ミ
鼠
貯
鈎
ミ
N
辱
。
ぎ
N
ミ
、
§
賦

　
9
、
越
§
鷺
．
δ
ぎ
ソ
”
o
ヨ
ρ
一
⑩
O
P
署
」
①
帰
山
㊤
一
∴
八
塚
春
児
「
エ
ル
サ
レ
ム

　
王
国
国
画
史
研
究
の
諸
問
題
」
、
二
六
頁
、
等
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
本
格

　
的
な
考
察
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。

⑯
例
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
の
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
で
の
活
動
に
関
し
て
は

　
冒
o
o
ぴ
メ
U
二
、
．
い
．
①
×
喝
鈴
。
。
δ
爵
o
o
9
α
⑦
導
緯
Φ
仙
m
p
。
。
『
い
①
く
餌
導
蔦
ぐ
。
。
◎
＜
①
巳
餓
Φ
霧

　
呼
＞
o
お
留
器
♂
ω
①
0
8
畠
r
9
日
。
一
筆
ひ
女
盛
蝕
N
獄
ヨ
ω
竃
9
㊦
、
．
層
き
ミ
謹
N
駄
さ
ミ
亀
雫

　
ミ
顛
恥
8
要
目
一
一
¢
廿
日
署
．
卜
。
ト
っ
α
幽
①
郎
等
、
キ
プ
ロ
ス
王
国
に
関
し
て
は

　
四
鳥
げ
霞
ざ
℃
■
”
§
魅
き
㌧
容
ミ
駄
§
、
，
竃
§
賊
里
馬
Q
憶
聖
心
譜
勲
謎
ミ
ー
N
O
Q
ミ
甲

　
O
磐
げ
邑
σ
・
Φ
し
8
財
（
以
下
、
§
馬
建
嵩
隠
ミ
駄
ξ
・
器
と
略
）
等
、
騎
士
修

　
道
会
に
関
し
て
は
霊
冨
ギ
ω
駐
一
戸
§
鴨
さ
寒
ぴ
駄
9
§
ぎ
ミ
ミ
塞
ミ
§
§
翫

　
Ω
活
打
診
9
賊
8
や
N
O
。
N
P
U
o
邑
o
P
一
〇
①
S
（
以
下
§
肉
昏
N
寒
舜
と
略
）
等
、

　
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
勢
力
に
関
し
て
は
即
固
く
Φ
さ
鱒
§
舞
9
ミ
ミ
隠
嵩
ミ
題
§
蹴
導
侮
9
嵩
・

　
妬
ミ
ミ
凡
§
駄
ト
ミ
遠
里
§
答
ミ
甲
密
毎
。
。
巴
Φ
芦
巳
①
①
■
等
、
教
会
聖
職
者
に
関
し
て

　
は
国
四
毎
襲
貫
ゆ
．
▼
§
Q
ト
ミ
討
○
ぎ
、
さ
§
矧
ぎ
O
≧
三
跡
、
園
田
鮮
舞
ピ
8
伍
。
戸

　
一
④
G
Q
O
．
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑰
冒
寓
8
寅
窯
自
魯
N
§
蓉
誉
婁
噂
喝
」
c
。
0
山
お
・
で
は
騎
士
修
道
会
は
あ
く

　
ま
で
も
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
国
政
に
関
与
し
な
い
独
立
団
体
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

（551）105



℃
罠
ぞ
Φ
お
§
馬
ト
ミ
§
因
尋
容
ミ
駄
詩
、
§
ミ
§
v
轡
。
巳
。
野
蒜
鶏
b
。
博
士
．
卜
。
お
λ
以

下
、
ト
ミ
§
ミ
轄
寒
ミ
と
略
）
で
は
「
騎
士
修
道
会
は
決
し
て
政
治
権
力
を
有
す

る
こ
と
な
く
調
停
者
以
上
の
役
割
を
担
わ
な
か
っ
た
」
と
し
、
そ
の
根
拠
に
「
教

皇
庁
と
の
密
接
な
結
合
」
を
挙
げ
て
い
る
が
明
確
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
で

特
筆
す
べ
き
は
、
図
一
一
畠
あ
邑
葺
§
侮
き
膏
趣
登
に
お
け
る
．
芝
費
O
o
毎
。
臨
、
な

る
会
議
の
存
在
の
明
示
と
そ
こ
へ
の
騎
士
修
道
会
の
参
加
の
確
認
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
こ
に
お
け
る
騎
士
修
道
会
の
政
治
的
役
罰
に
つ
い
て
は
何
ら
考
察
が
成
さ

れ
て
い
な
い
。
尚
、
、
≦
曽
O
o
爵
。
臨
、
に
つ
い
て
は
本
稿
四
章
で
詳
し
く
言
及
し

た
い
。
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第
一
章
　
所
領
の
拡
大
と
条
約
締
結
権

　
～
一
一
八
年
、
フ
ラ
ン
ド
ル
出
身
の
一
介
の
騎
士
ユ
ー
グ
・
ド
・
パ
ン
ヤ
ン
と
八
人
の
仲
間
に
よ
っ
て
巡
礼
者
保
護
を
目
的
と
し
た
新
修
道
会

が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
修
道
会
は
エ
ル
サ
レ
ム
国
王
ボ
ー
ド
ワ
ン
ニ
世
や
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教
に
認
可
さ
れ
、
国
王
よ
り
ソ
ロ
モ
ン
神
殿

（
6
①
日
篁
§
ω
帥
ざ
白
。
駐
）
を
活
動
拠
点
と
し
て
与
え
ら
れ
た
事
に
そ
の
名
を
由
来
し
、
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
と
総
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
＝
二
八
年
、
ト
ロ
ワ
教
会
会
議
で
の
教
皇
に
よ
る
承
認
や
、
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
の
聖
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
の
支
援
に
よ
り
、
そ
の
新
修
道
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
目
覚
ま
し
く
所
領
拡
大
や
諸
特
権
獲
得
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
一
方
、
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
は
、
＝
世
紀
半
ば
に
巡
礼
者
の
保
護
を
行
っ
て
い
た
ナ
ポ
リ
の
ア
マ
ル
フ
ィ
商
人
の
団
体
に
起
源
を
持
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

そ
の
後
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
会
士
の
手
に
委
ね
ら
れ
、
　
一
＝
二
年
に
は
教
皇
パ
ス
カ
リ
ス
ニ
世
に
よ
り
修
道
院
と
し
て
承
認
さ
れ
る
。
こ
の

修
道
会
の
「
騎
士
修
道
会
」
転
身
に
関
し
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
巡
礼
者
の
保
護
と
い
う
役
割
の
延
長
と
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

影
響
に
よ
っ
て
、
一
　
二
〇
年
代
半
ば
に
は
騎
士
修
道
会
へ
の
変
貌
を
遂
げ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
の
現
実
が
生
ん
だ
二
つ
の
騎
士
修
道
会
は
、
た
ち
ま
ち
有
力
者
に
と
っ
て
ア
ト
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
存
在
と
な
り
、
先
ず
所
領
・

特
権
の
獲
得
と
い
う
点
で
発
展
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
軍
事
・
経
済
上
の
重
要
拠
点
で
あ
る
城
塞
が
基
本
単
位
と
な
っ
て
所
領
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
所
領

の
拡
大
は
軍
事
・
経
済
規
模
の
拡
大
と
直
結
し
て
考
え
ら
れ
る
面
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
聖
地
防
衛
を
主
た
る
目
的
と
す
る
エ
ル
サ
レ
ム
王
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表1　聖ヨハネ騎士修道会の所領獲得状況

城　塞 その他

西　麿

　　譲渡者

`　態 国　王 貴　族 その他 国　王 貴　族 その他

譲　渡 3 8 1 10 17 7

1099－1118
売　却 0 0 0 0 0 0

譲　渡 3 19 1 3 25 18

1119－1143
売　却 0 0 0 0 0 0

譲　渡 21 75 6 11 74 0

1144－1174
売　却 3 46 2 6 37 10

譲　渡 2 13 0 10 20 7

1175－1259
売　却 1 62 23 1 20 15

譲　渡 0 6 G 2 7 3

1260－1291
売　却 0 12 2 0 6 2

表2　アンティオキア公領・トリポリ伯領での所領獲得件数

アンティオキア・トリポリ エルサレム王国

1110年忌で 0 46

ユ110年代 4 0

ユ120年代 5 11

1130年代 18 18

欄　表1，2はRegesta．；1～egesta君撚，；Wille憾；“Continuatien　de　Guinaume　de　Tyr”，　in　RHC

　　occidentaux2；Gestes．；Jaques　de　Vitry．；Annales．；工bn‘Abd　Az・Zahir．；“Chartes”，　in　RllCプoi　1．；

　　“Trois　Chartes　du　XIIe　Siecle　Concernant　L’Ordre　de　St．　Jean　de　」6rusalem”，　in　AOL　tome　1．；

　　“lnventaire　de　pi6ces　de　Terre　Sainte　de　1’ordre　de　｝’Hopital”，　in　ROL　torne　3．：　“Chartes　de

　　Terre　Sa三nte”，　ROL・tome　11，より作成。

表3　王国領での騎士修道会領の割合

年 騎士修道会所領（％）

c．UOO－U3 10．5

1123－c．1149 24．2

c．1ユ54－1ユ68 42．8

ユ174－1189／91 55．3

U93－1213 68．5

ユ229一ユ241 69．5

ユ249－1264 74．3

Tibble，　Monarchy　and　Lordships，　P．135　より。
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国
に
お
い
て
、
所
領
の
拡
大
は
政
治
的
発
展
を
も
促
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
仮
定
を
可
能
に
す
る
。
こ
の
点
を
念
頭
に
置
き
、

騎
士
修
道
会
の
政
治
的
発
展
を
考
察
す
る
背
景
と
し
て
、
そ
の
所
領
・
特
権
に
関
す
る
検
討
を
試
み
た
い
。

本
章
で
は
、

108 （554）

第
【
節
　
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
に
お
け
る
所
領
の
拡
大

　
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
に
お
け
る
所
領
状
況
を
本
格
的
に
分
析
し
た
研
究
に
は
幾
つ
か
あ
る
が
、
先
に
触
れ
た
テ
ィ
ブ
ル
の
研
究
が
最
も
詳
細
か

つ
重
要
な
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
テ
ィ
ブ
ル
の
考
察
対
象
は
あ
く
ま
で
も
国
王
貴
族
関
係
の
枠
組
み
を
超
え
た
も
の
で

は
な
い
た
め
、
そ
の
提
示
す
る
デ
ー
タ
か
ら
は
騎
士
修
道
会
の
重
要
性
が
暗
示
さ
れ
る
も
の
の
、
本
論
に
お
い
て
は
騎
士
修
道
会
に
つ
い
て
は

殆
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
視
点
を
騎
士
修
遵
会
に
据
え
て
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
の
所
領
状
況
の
再
検
討
を
行
い
た
い
（
表

⑤
1
）
。

　
史
料
よ
り
確
認
さ
れ
る
、
聖
ヨ
ハ
ネ
修
道
会
へ
の
城
塞
譲
渡
の
初
漁
は
、
修
道
院
に
承
認
さ
れ
る
以
前
の
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
時
で
あ
る
。
こ
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

エ
ル
サ
レ
ム
内
の
国
①
ω
ω
筥
鋤
城
が
譲
渡
さ
れ
た
。
ま
た
、
十
王
ボ
ー
ド
ワ
ン
一
世
時
に
は
五
つ
の
城
塞
の
所
有
が
確
認
さ
れ
、
既
に
聖
ヨ
ハ

ネ
修
六
会
の
前
身
団
体
が
、
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
の
有
力
者
の
関
心
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
攻
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

時
の
、
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
初
代
総
長
と
さ
れ
る
ジ
ェ
ラ
ー
ル
の
伝
説
的
な
活
躍
等
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
巡
礼
者
保
護
や
病
院
の

役
割
が
、
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
の
必
要
に
合
致
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
ボ
ー
ド
ワ
ン
ニ
善
時
に
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
が
設
立
し
、
聖
ヨ
ハ
ネ
修
道
会
が
騎
士
修
道
会
化
す
る
と
、
そ
の
軍
事
的
役
割
が
認
識
さ
れ

始
め
、
そ
れ
と
共
に
そ
の
所
領
獲
得
状
況
に
も
変
化
が
生
じ
る
。
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
内
の
各
都
市
内
の
城
塞
や
住
居
等
の
獲
得
に
よ
り
、
各
地

で
そ
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
く
と
共
に
、
北
方
の
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
領
や
ト
リ
ポ
リ
伯
領
内
で
の
城
塞
の
入
手
が
顕
著
と
な
っ
て
い
く
（
表

2
）
。
よ
り
ム
ス
リ
ム
勢
力
の
攻
撃
を
受
け
や
す
い
北
方
諸
侯
領
内
で
の
所
領
拡
大
は
、
騎
士
修
道
会
の
軍
事
的
重
要
性
が
既
に
認
識
さ
れ
、

し
か
も
そ
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
端
的
に
示
す
。
ま
た
、
南
方
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
中
で
も
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
ニ
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⑨

世
に
よ
る
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
へ
の
ガ
ザ
の
譲
渡
や
一
＝
二
六
年
の
フ
ル
ク
・
ダ
ン
ジ
ュ
ー
に
よ
る
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
へ
の
ジ
ブ
ラ
ン

　
　
⑩

の
譲
渡
等
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
ま
た
、
二
四
六
年
、
ア
ス
カ
ロ
ン
の
住
民
に
よ
る
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
へ
の
城
塞
の
譲
渡
は
、
そ
の
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

修
と
保
護
を
条
件
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
騎
士
修
道
会
の
軍
事
的
・
経
済
的
発
展
を
伺
わ
せ
る
事
例
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
一
二
世
紀
半
ば
迄
は
、
あ
く
ま
で
も
譲
渡
と
い
う
形
態
で
所
領
を
拡
大
し
て
い
た
騎
士
修
道
会
で
あ
る
が
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
三
世
統
治
末
期
か

ら
ア
モ
ー
リ
ー
一
世
期
に
か
け
て
、
そ
の
形
態
が
売
却
に
転
換
し
て
い
く
。
騎
士
修
道
会
へ
の
所
領
の
売
却
と
思
わ
れ
る
も
の
は
フ
ル
ク
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

代
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
の
、
明
確
な
形
で
の
初
の
売
却
例
は
　
＝
ハ
三
年
、
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
マ
ル
ク
レ
ア
が
ト
ル
ト
サ
内
の
属
¢
ぴ
篭
城
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
へ
一
四
〇
〇
ビ
ザ
ン
ツ
で
売
却
し
た
例
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
以
後
続
き
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
四
重
時
に
は
、
聖
ヨ
ハ
ネ
騎

士
修
道
会
が
獲
得
す
る
所
領
の
実
に
九
割
が
売
却
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
た
住
居
な
ど
の
譲
渡

が
相
対
的
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
ヌ
ー
ル
・
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
や
サ
ラ
デ
ィ
ン
に
よ
る
ム
ス
リ
ム
勢
力
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

統
一
と
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
へ
の
侵
攻
と
そ
れ
に
関
連
し
た
貴
族
勢
力
、
ひ
い
て
は
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
そ
の
も
の
の
弱
体
化
等
が
最
も
大
き
な
要

因
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
騎
士
修
道
会
の
軍
事
経
済
発
展
が
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
お
い
て
成
熟
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
以
後
王

国
領
の
削
減
と
共
に
、
相
対
的
に
騎
士
修
道
会
の
軍
事
・
経
済
的
重
要
性
が
増
し
て
い
く
。
そ
し
て
一
二
六
〇
年
以
降
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
⑯

タ
ン
の
バ
イ
パ
ル
ス
に
よ
る
侵
入
が
激
化
す
る
王
国
末
期
に
は
、
ア
ル
ス
ー
ル
、
シ
ド
ン
な
ど
の
有
力
貴
族
所
領
が
一
括
売
却
さ
れ
る
ま
で
に

な
る
。
ア
ル
ス
ー
ル
の
一
括
売
却
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
や
テ
ィ
ブ
ル
の
見
解
が
あ
る
が
、
共
に
貴
族
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で

　
⑰
あ
る
。
し
か
し
、
視
点
を
変
え
て
み
る
と
、
最
有
力
貴
族
所
領
の
一
つ
で
あ
っ
た
ア
ル
ス
ー
ル
さ
え
も
騎
士
修
道
会
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
現
状
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
領
が
騎
士
修
道
会
に
軍
事
的
経
済
的
面
で
支
え
ら
れ
て
い
た
現
実
を
端
的
に
示
す
も
の
で

あ
る
。
ム
ス
リ
ム
の
侵
入
に
よ
る
所
領
の
削
減
奪
回
の
烈
し
い
末
期
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
お
け
る
騎
士
修
道
会
領
の
相
対
的
な
割
合
は
確
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

で
き
な
い
も
の
の
、
テ
ィ
ブ
ル
の
調
査
に
よ
る
と
、
王
国
末
期
に
は
実
に
王
国
領
の
八
割
が
騎
士
修
道
会
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
表

3
）
。
先
述
の
よ
う
に
、
テ
ィ
ブ
ル
の
調
査
の
目
的
が
貴
族
層
の
弱
体
さ
を
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
騎
士
修
道
会
と
の
関
連
に
つ
い
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て
は
言
及
さ
れ
ず
、
ま
た
国
王
所
領
に
つ
い
て
の
調
査
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
王
国
末
期
に
な
っ
て
い
く
と
共
に
王
国
領
は
削
減
さ

れ
て
い
く
の
に
対
し
、
騎
士
修
道
会
へ
の
所
領
の
譲
渡
・
売
却
が
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
所
領
の
点
か
ら
見
る
と
、
「
エ
ル
サ

レ
ム
王
国
領
1
1
騎
士
修
道
会
領
」
と
い
う
構
図
に
限
り
な
く
接
近
し
て
い
た
、
と
の
想
定
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
末
期
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
見
ら
れ
る
騎
士
修
道
会
の
所
領
獲
得
形
態
で
の
大
き
な
特
徴
の
も
う
一
つ
に
、
ム
ス
リ
ム
と
の
条
約
に
よ
る
獲
得

　
　
　
　
　
　
⑲

（
奪
回
・
交
換
？
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
騎
士
修
道
会
の
外
交
面
に
お
け
る
発
展
を
示
唆
す
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
八
節
で
検
討
を
行
い

た
い
。
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第
二
節
条
約
締
結
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
そ
の
設
立
当
初
か
ら
騎
士
修
道
会
は
様
々
な
特
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
種
々
の
免
税
特
権
や
そ
の
獲
得
所
領
で
の
諸
義
務
の
免

⑳除
虫
は
そ
の
経
済
基
盤
の
安
定
を
促
し
た
で
あ
ろ
う
。
諸
特
権
の
中
で
、
最
も
騎
士
修
道
会
の
軍
事
・
政
治
的
発
展
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
が
条
約
締
結
権
で
あ
る
。
慢
性
的
臨
戦
態
勢
・
恒
常
的
人
力
不
足
と
い
っ
た
状
況
下
に
あ
る
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
に
お
い
て
、

あ
る
勢
力
・
団
体
が
単
独
で
外
敵
と
条
約
を
締
結
し
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
王
国
の
対
外
政
策
そ
の
も
の
に
与
え
る
影
響
は
決
し
て
小

さ
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
条
約
締
結
権
が
明
確
な
形
の
特
権
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
史
料

か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
と
、
＝
二
世
紀
に
王
国
の
コ
ン
ス
タ
プ
ル
職
に
就
任
し
て
い
た
ヤ
ッ
フ
ァ
伯
ジ
ャ
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ

ン
が
貴
族
で
は
例
外
的
に
条
約
締
結
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
特
権
は
他
に
騎
士
修
道
会
の
み
が
有
し
て
い
た
こ
と
、
が
記
さ
れ
て

　
蓼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
る
。
ま
た
、
ラ
モ
ン
ト
も
騎
士
修
道
会
の
条
約
締
結
権
に
つ
い
て
若
干
の
言
及
を
し
て
お
り
、
条
約
締
結
権
を
特
権
の
一
つ
と
し
て
扱
う

こ
と
に
問
題
は
無
か
ろ
う
。
が
、
ラ
・
モ
ン
ト
や
マ
イ
ヤ
ー
は
、
単
に
騎
士
修
道
会
が
条
約
締
結
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。

そ
こ
で
、
本
節
で
は
騎
士
修
道
会
の
条
約
締
結
権
の
変
遷
や
そ
の
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
外
交
政
策
へ
の
影
響
等
に
留
意
し
て
考
察
を
行
い
た
い
。

　
上
記
の
様
に
、
条
約
締
結
権
が
い
つ
騎
士
修
道
会
に
与
え
ら
れ
た
か
は
史
料
よ
り
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
後
述
す
る
が
、
王
国
前
期
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に
お
い
て
、
王
国
と
ム
ス
リ
ム
の
条
約
締
結
の
際
、
騎
士
修
道
会
総
長
が
列
席
し
て
い
た
事
が
多
く
確
認
さ
れ
、
ム
ス
リ
ム
側
に
は
騎
士
修
道

会
が
王
国
代
表
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
そ
の
際
の
役
割
は
定
か
で
は
な
い
。

　
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
る
、
騎
士
修
道
会
が
単
独
で
ム
ス
リ
ム
勢
力
と
条
約
を
締
結
す
る
初
例
は
、
一
二
二
四
／
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
レ

ッ
ポ
の
ス
ル
タ
ン
、
マ
リ
ク
・
ア
ル
・
ア
ー
デ
ィ
ル
と
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
と
の
問
に
休
戦
条
約
が
結
ば
れ
た
も
の
の
、
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
は

独
自
に
結
ん
だ
休
戦
条
約
の
期
限
が
切
れ
た
た
め
に
ハ
マ
ー
の
町
を
攻
撃
し
、
そ
の
結
果
ア
レ
ッ
ポ
と
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
閥
で
戦
闘
が
開
始

　
　
⑳

さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ム
ス
リ
ム
と
単
独
に
条
約
を
締
結
す
る
特
権
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
王
国
の
存
在
を
左
右
す
る
程
重
要
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
出
来
事
は
エ
ル
サ
レ
ム
国
王
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ブ
リ
エ
ン
ヌ
の
渡
欧
（
一
一
三
二
年
）
以
降
の
国
王
不
在

期
で
の
出
来
事
で
あ
る
点
も
興
味
深
く
、
軍
事
的
統
率
者
た
る
国
王
不
在
が
一
因
と
な
っ
て
騎
士
修
道
会
に
条
約
締
結
権
が
付
与
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
を
可
能
に
す
る
。
一
二
三
三
年
に
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
が
ハ
マ
ー
の
ス
ル
タ
ン
と
休
戦
条
約
を
締
結
し
た
際
、
テ

ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
総
長
・
キ
プ
ロ
ス
王
国
の
騎
士
達
・
ベ
イ
ル
ー
ト
伯
ジ
ャ
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
達
は
協
議
の
結
果
、
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
続
き
ハ
マ
ー
と
休
戦
条
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
例
も
、
騎
士
修
道
会
の
条
約
が
王
国
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
、
一
二
四
〇
年
の
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
と
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
が
そ
れ
ぞ
れ
エ
ジ
プ
ト
の
ス
ル
タ
ン
と
休
戦
条
約
を
締
結
し
た
事
例
、

　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙

同
年
の
テ
ン
フ
ル
騎
士
修
道
会
と
ダ
マ
ス
ク
ス
の
ス
ル
タ
ン
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ラ
ー
フ
と
の
休
戦
条
約
、
＝
孟
○
年
の
ア
レ
ッ
ポ
の
ス
ル
タ
ン
と
テ
ン
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ル
・
聖
ヨ
ハ
ネ
両
騎
士
修
道
会
と
の
休
戦
条
約
、
等
の
例
と
同
様
、
あ
く
ま
で
も
騎
士
修
道
会
単
独
の
条
約
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

上
述
の
様
に
、
騎
士
修
道
会
総
長
が
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
と
ム
ス
リ
ム
と
の
条
約
締
結
に
列
席
す
る
例
が
幾
つ
か
あ
る
が
、
こ
の
事
は
騎
士
修
道

会
が
外
交
面
に
お
け
る
そ
の
役
割
を
発
展
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
二
六
〇
年
に
エ
ジ
プ
ト
の
ス
ル
タ
ン
に
な
っ
た
バ
イ
パ
ル
ス
が
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
へ
の
侵
入
を
激
化
さ
せ
る
と
、
騎
士
修
道
会

の
条
約
締
結
権
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
＝
一
六
三
年
、
ア
ッ
コ
ン
に
侵
入
し
て
き
た
バ
イ
パ
ル
ス
は
ア
ッ
コ
ン
政
府
で
は
な
く
テ
ン
プ
ル
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾

聖
ヨ
ハ
ネ
両
騎
士
修
道
会
と
条
約
を
結
び
、
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
の
安
全
を
保
証
す
る
。
ま
た
、
同
様
の
事
が
一
二
六
七
年
に
も
行
わ
れ
る
。
　

111 （557）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

二
八
二
年
の
、
ス
ル
タ
ン
、
カ
ラ
ー
ウ
ー
ン
と
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
総
長
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
ボ
ー
ジ
ョ
ウ
の
問
の
条
約
も
こ
の
一
例
と
な
る
。

中
で
も
、
最
も
象
徴
的
で
あ
る
の
は
、
一
二
八
三
年
の
ア
ッ
コ
ン
政
府
と
カ
ラ
ー
ウ
ー
ン
と
の
和
約
で
あ
る
。
カ
ラ
ー
ウ
ー
ン
側
の
代
表
者
は

ワ
ジ
ー
ル
の
フ
ァ
ド
で
あ
り
、
一
方
ア
ッ
コ
ン
政
府
側
の
代
表
者
は
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
総
長
ギ
ヨ
ー
ム
と
一
人
の
テ
ン
プ
ル
修
道
会
士
、

聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
総
長
ニ
コ
ル
・
ロ
・
ロ
ー
ニ
ュ
と
一
人
の
聖
ヨ
ハ
ネ
修
道
会
士
、
王
国
セ
ネ
シ
ャ
ル
で
あ
る
オ
ド
と
二
入
の
騎
士
で
あ

　
⑭つ
た
。
こ
の
条
約
自
体
は
、
本
節
で
扱
っ
て
い
る
条
約
締
結
権
の
範
疇
に
含
ま
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
王
国
内
外
で
騎
士
修
道
会
総
長
が

ア
ッ
コ
ン
政
府
の
代
表
者
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
点
ま
で
に
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
条
約
と
騎
士
修
道
会
の
条
約

の
区
別
が
曖
昧
に
な
り
、
同
一
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
想
定
で
き
る
。
又
、
こ
の
こ
と
は
王
国
末
期
に
は
騎
士
修
道
会
が
外
交
面
に
お
い
て
政

治
権
力
を
王
国
の
代
表
者
と
し
て
行
使
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
、
と
も
言
え
よ
う
。

112 （558）

　
以
上
、
本
章
で
は
騎
士
修
道
会
に
付
与
さ
れ
た
も
の
、
即
ち
所
領
・
特
権
（
条
約
締
結
権
）
に
つ
い
て
の
検
討
を
試
み
た
が
、
簡
単
に
ま
と

め
て
お
き
た
い
。
騎
士
修
道
会
は
、
そ
の
設
立
直
後
か
ら
所
領
を
拡
大
し
、
諸
特
権
が
付
与
さ
れ
て
き
た
。
一
二
世
紀
中
頃
ま
で
に
軍
事
・
経

済
基
盤
が
確
立
さ
れ
て
い
く
と
、
以
後
売
却
と
い
う
形
態
に
よ
っ
て
そ
の
所
領
を
拡
大
し
て
い
く
。
こ
の
傾
向
は
以
後
も
続
き
、
王
国
末
期
に

は
王
国
領
の
殆
ど
が
騎
士
修
道
会
の
手
中
に
収
ま
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
～
方
特
権
に
関
し
て
も
、
一
三
世
紀
、
恐
ら
く
は
国
王
不
在
の
状

況
下
で
獲
得
し
た
条
約
締
結
権
は
、
騎
士
修
道
会
の
外
交
面
で
の
発
展
を
促
進
し
、
王
国
末
期
に
は
王
国
の
外
交
を
一
手
に
担
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
お
い
て
は
外
交
が
軍
事
と
結
び
付
き
易
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
、
一
三
世
紀
の
国
王
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

在
、
一
三
世
紀
半
ば
以
降
の
貴
族
間
の
闘
争
と
貴
族
の
キ
プ
ロ
ス
移
住
等
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
騎
士
修
道
会
の
所
領
の
拡
大
と

外
交
面
で
の
発
展
は
、
王
国
内
政
面
で
の
政
治
的
権
力
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
容
易
に
想
起
さ
せ
る
。
特
に
、
国
王
不
在
状
況
の
一

三
世
紀
に
は
、
騎
士
修
道
会
の
役
割
に
も
何
ら
か
の
変
化
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
は
自
然
で
あ
り
、
従
来
の
見
解
に
よ
る
騎
士
修
道

会
の
政
治
的
役
割
に
対
し
再
検
討
の
必
要
が
感
じ
ら
れ
る
。
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①
　
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
設
立
の
背
景
に
関
し
て
は
、
§
馬
肉
ミ
貯
沸
き
鴨
§
§
特
－

　
貯
芦
①
創
‘
d
腎
。
亭
≦
貰
負
↓
訂
M
W
o
且
鮎
一
℃
お
舞
一
㊤
り
N
署
」
よ
．
一
橋
口
倫
介

　
『
十
堂
丁
雷
州
眺
朋
⊥
T
山
団
』
　
講
談
社
帯
字
術
文
庫
、
　
一
九
九
四
年
、
　
閲
瓢
ハ
…
晶
ハ
…
一
筥
只
、
　
轍
守
参

　
照
。

②
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
．
．
U
Φ
嘗
ヨ
鉱
農
簿
午

　
篇
。
冨
げ
8
豆
欝
ユ
。
毎
導
、
、
」
瓢
沁
画
§
ミ
惑
月
越
偽
§
，
N
§
物
Q
、
ミ
鶏
譜
恥
8
ら
§
、
N
ミ
N
駐
膳

　
ら
（
以
下
語
弊
O
o
象
と
略
）
℃
掌
鼻
O
学
心
O
鼻
．
で
は
、
六
一
二
年
の
ヘ
ラ
ク
レ
イ

　
オ
ス
帝
時
に
、
．
．
円
窮
。
雷
欝
ω
α
①
Φ
×
o
ユ
象
。
ω
β
。
o
鑓
Φ
q
o
羽
島
ぴ
霧
嘗
霞
誌
噺
①
お
ω
o
・

　
団
巳
3
駄
．
．
」
ロ
肉
塞
。
舞
竈
．
蒔
O
叩
島
卜
。
．
等
で
は
カ
エ
サ
ル
時
に
そ
の
起
源
が

　
あ
っ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
～
般
的
に
は
芝
津
Φ
巳
↓
属
①
冨
δ

　
｝
8
謀
Φ
豆
。
。
o
o
営
”
．
益
虫
〇
二
帥
「
㊦
三
ヨ
、
．
曽
ぎ
沁
蛍
Q
亀
象
一
ム
’
一
幽
甲
（
以
下
ミ
豊
Φ
巳

　
と
略
）
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
通
説
と
さ
れ
て
い
る
。

③
≦
α
q
⇒
p
曾
・
℃
‘
聖
ミ
。
ミ
ミ
9
さ
器
9
慧
ミ
N
馬
勲
○
い
溢
同
H
早
霜
。
ξ
豪
同
H

　
℃
巷
器
国
且
。
り
ε
「
器
簿
℃
δ
＜
圃
ぴ
α
q
ダ
O
O
O
ピ
＜
H
押
勺
四
臥
ρ
一
〇
〇
㊤
Q
o
．

④
聖
ヨ
ハ
ネ
修
道
会
の
「
騎
士
修
道
会
化
」
に
関
し
て
は
、
研
究
者
の
問
に
統
一

　
的
見
解
は
見
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
空
0
7
費
斜
§
偽
ト
ミ
隷
内
§
寒
ミ
駄
ミ
零

　
隷
貯
ミ
．
＜
9
＞
・
》
ヨ
。
。
8
a
餌
芦
一
竃
Φ
も
■
一
一
一
．
で
は
、
聖
ヨ
ハ
ネ
修
道
会
内
に
コ

　
ン
ス
タ
ブ
ル
職
が
確
認
さ
れ
る
一
ご
一
六
年
だ
と
し
、
閃
。
呂
ざ
〉
’
㌦
．
↓
7
①
邑
解

　
富
ユ
都
畝
8
0
｛
子
Φ
凶
。
ω
営
甘
鉱
。
｛
ω
『
｝
o
げ
凱
、
“
警
ミ
貯
§
最
愛
舞
×
×
＜
戸

　
一
〇
c
。
野
島
．
刈
α
－
G
。
り
・
で
は
聖
ヨ
ハ
ネ
修
道
会
に
頻
繁
に
城
塞
が
譲
渡
さ
れ
る
一
一

　
三
〇
年
代
半
ば
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
騎
士
修
道
会
化
」
へ
の
影
響
に
関
し

　
て
も
、
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
の
影
響
、
ス
ペ
イ
ン
人
修
道
士
の
影
響
や

　
円
｝
δ
《
・
ω
日
地
貫
§
鳴
映
ミ
窓
馬
防
も
ウ
盟
－
㎝
Φ
．
に
主
張
さ
れ
る
慈
善
活
動
の
延
長
、

　
等
様
々
な
見
解
が
為
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
の

　
は
、
聖
ヨ
ハ
ネ
修
道
会
内
に
「
騎
士
修
道
会
扁
意
識
が
芽
生
え
た
時
期
で
あ
り
、

　
こ
の
点
で
は
眼
指
§
肉
馨
嵐
起
ミ
8
0
◎
ミ
§
、
ド
N
8
箏
N
め
り
ト
o
o
ヨ
娼
．
”

　
円
α
訂
δ
拝
幻
．
』
冒
ω
象
三
〇
犀
L
c
。
④
G
。
ス
以
下
沁
馨
§
と
略
）
④
c
。
．
か
ら
確
認
さ

　
れ
る
よ
う
に
一
＝
二
年
、
或
い
は
、
沁
韓
砺
ミ
仏
O
切
．
施
韓
防
貫
一
〇
〇
。
．
か
ら
確
認

　
さ
れ
る
よ
う
に
一
一
二
五
年
に
は
確
実
に
、
修
道
院
長
を
指
す
用
語
と
し
て

　
ヨ
9
α
q
婆
卑
と
い
う
称
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
く
て
一
コ
ご
年
、

　
遅
く
と
も
一
＝
～
五
年
ま
で
に
は
、
聖
ヨ
ハ
ネ
修
道
会
は
「
騎
士
修
道
会
」
意
識

　
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
で
の
騎
士
修
道
会
の
所
領
獲
得
状
況
を
確
認
す
る
際
、
大
き

　
な
問
題
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
に
関
す
る
史
料
の
損
失

　
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
に
関
す
る
考
察
は
除
外
せ

　
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
尚
、
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
の
所
領
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、

　
℃
門
吐
く
①
戸
§
免
ト
ミ
§
さ
、
N
寒
ミ
駄
詩
こ
翁
織
穏
ミ
も
』
①
P
で
は
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修

　
道
会
の
慈
善
活
動
の
側
面
か
ら
、
そ
の
所
領
の
多
さ
は
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
を

　
上
園
っ
て
い
た
と
仮
定
し
て
い
る
。

⑥
肉
ミ
§
畑
S

⑦
肉
馨
貫
α
メ

⑧
壽
ぽ
募
り
匿
ぴ
メ
9
唱
G
。
ふ
．
ビ
．
穿
δ
謬
仙
Φ
響
畳
①
。
。
両
懸
①
噌
Φ
霞
、
．
し
⇒
沁
蓉

　
§
N
（
以
下
二
号
8
と
略
）
口
く
メ
9
巷
・
。
G
。
■

⑨
嘗
信
Φ
ω
畠
Φ
≦
陣
「
ざ
ト
§
詮
。
§
o
ミ
§
駐
曽
伽
f
b
d
琶
薬
曽
ρ
℃
鼠
。
・
曽

　
一
り
c
o
9
ど
才
俸
O
■

⑩
≦
臣
Φ
邑
』
ぴ
罫
O
宝
鐸
一
卑
・
。
｝
①
ω
“
ビ
ぞ
罫
9
巷
器
．

⑪
≦
巳
石
馬
霞
び
§
○
閨
事
｝
子
壷
Φ
ω
轡
ピ
｝
＜
§
2
昌
卜
。
鳴
’

⑫
例
え
ば
、
沁
撃
貴
慮
ρ
や
肉
馨
ミ
湘
§
馬
韓
§
旨
奪
ミ
§
ミ
甲
出
轟
§
§
㌣

　
ミ
ミ
N
S
￥
N
め
◎
ト
o
o
ヨ
℃
‘
図
。
ゴ
ユ
。
ゲ
戸
多
篇
ロ
富
暮
毎
。
犀
”
一
¢
O
《
（
以
下
沁
奮
－

　
ミ
出
幾
と
略
）
δ
卜
。
『
．

⑬
沁
馨
ミ
ω
刈
。
。
．

⑭
ゴ
び
三
ρ
§
謹
帯
書
§
気
卜
。
暮
§
侮
も
ワ
蕊
①
山
。
。
。
。
・
等
参
照
。
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⑮
沁
餐
貴
δ
O
b
。
．
菊
餐
ミ
ー
蕊
蚕
　
沁
鰻
ミ
》
憂
お
δ
四
．
…
霧
雪
巴
①
‘
。
匹
Φ

　
↓
Φ
鱗
①
ω
巴
艮
Φ
．
、
（
以
下
〉
目
既
霧
と
略
ン
＆
．
甲
菊
O
福
相
鐸
”
男
．
一
ぎ
臨
、
き
ご
題
譜

　
N
謹
§
昌
ミ
賞
ε
ヨ
Φ
N
（
以
下
出
○
ト
と
略
）
じ
d
・
お
①
ド

⑯
沁
ミ
§
レ
ト
。
伊
ご
．
。
ピ
Φ
。
・
○
①
ω
奮
出
自
。
置
．
、
Ψ
知
角
O
b
。
q
§
§
轟
等
ミ
§
暗
ド
”

　
U
ぴ
ρ
卜
Ω
①
ρ
（
以
下
○
Φ
自
。
3
ω
と
略
）

⑰
空
ド
で
ω
昆
号
さ
N
爵
』
さ
黛
N
婁
竈
．
卜
。
δ
心
吋
。
。
．
で
は
一
括
売
却
せ
ざ
る
を

　
え
な
か
っ
た
状
況
に
陥
っ
た
ア
ル
ス
ー
ル
領
主
の
弱
体
化
・
困
窮
化
を
主
張
し
た

　
の
に
対
し
、
誤
げ
謹
や
さ
ミ
ミ
電
も
㍗
｝
①
り
－
H
o
。
0
．
で
は
一
堂
売
却
す
る
ま
で
領

　
主
は
そ
の
所
領
を
維
持
し
得
た
と
い
う
こ
と
か
ら
そ
の
領
主
権
の
強
固
さ
を
主
張

　
し
、
ラ
イ
り
一
・
ス
ミ
ス
の
見
解
を
否
定
し
て
い
る
。

⑱
　
融
ミ
も
や
一
①
Φ
山
○
。
伊
で
は
特
に
、
カ
エ
サ
レ
ア
や
ガ
リ
ラ
ヤ
公
領
に
つ
い
て

　
の
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

⑲
肉
§
偽
貴
置
窃
P
肉
馨
§
」
O
O
。
。
．
等
。
王
国
末
期
に
、
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道

　
会
は
、
ム
ス
リ
ム
勢
力
と
の
条
約
に
よ
り
約
　
四
〇
も
の
城
塞
や
土
地
等
を
獲
得

　
し
て
い
た
。

⑳
例
え
ば
、
カ
エ
サ
レ
ア
大
司
教
管
区
内
の
十
分
の
一
匹
免
除
（
沁
馨
貫
①
9
、

　
ナ
ザ
レ
司
教
管
区
内
の
十
分
の
一
税
免
除
（
沁
蓼
貫
一
〇
①
・
）
や
パ
ン
焼
き
竈
税
免

　
除
・
水
利
権
（
転
遷
ミ
置
．
）
等
。

⑳
騎
士
修
道
会
に
譲
渡
・
売
却
さ
れ
た
封
土
は
原
則
的
に
封
建
義
務
か
ら
免
除
さ

　
れ
て
い
た
　
方
で
そ
の
所
領
内
に
お
い
て
は
封
建
領
主
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
、

　
円
閏
醸
・
ω
巨
量
§
偽
き
周
年
碕
ら
唱
．
島
ω
ム
①
ρ
。

⑫
冨
畠
p
．
．
同
げ
ぎ
く
㊥
湊
霧
塗
圃
『
爵
Φ
ω
琶
α
Q
㈹
冨
｛
。
「
浮
Φ
諾
α
q
c
・
昌
畠
。
ご
2
環
－

　
旨
一
Φ
匿
路
㎝
ω
山
霧
。
。
．
、
”
（
以
下
、
、
．
同
げ
配
口
．
ど
略
）
”
‡
o
驚
§
轟
駄
§
臨
ミ
§
§
u

　
空
賊
N
8
愚
ミ
§
N
象
§
◎
（
以
下
、
聖
説
と
略
y
O
×
×
H
同
誌
雪
Q
。
も
や
ト
。
？
0
メ

⑬
罫
鎮
。
塗
り
蜜
・
ミ
寒
ミ
§
婁
唱
唱
』
ミ
山
N
伊

⑭
　
ω
鉱
穿
国
縣
－
U
圃
P
、
．
ピ
弾
≦
①
忌
ω
巳
梓
き
属
。
窃
ω
Φ
｛
．
．
w
写
肉
蛍
Q
9
凡
§
§
§
G
。
坤

　
罰
卜
σ
Q
。
餅
、
富
津
年
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
は
和
平
を
結
ぶ
た
め
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
董

　
リ
チ
ャ
ー
ド
一
世
に
、
ま
た
別
に
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
に
使
者
を
送
っ
て
い
る
。

⑳
竃
艮
旨
舘
．
．
ヨ
ω
ε
冨
匹
、
国
σ
q
巻
哉
、
甲
ぎ
寒
§
図
譜
N
6
譜
ミ
導
§
》
8
日
Φ
ρ
c
。
甲

　
P
一
『
（
以
下
肉
O
い
と
略
）
や
や
．
目
ω
畑
野
ω
9

⑳
国
§
響
w
い
ぞ
ω
ら
。
為
ゲ
巷
。
。
c
。
”
ω
P

⑳
国
§
野
曽
い
そ
ら
。
ρ
2
巷
畠
．

⑳
　
》
嵩
嵩
鋤
♂
臨
。
咽
》
■
一
ト
σ
艀
ρ

⑳
〆
§
塾
〉
侮
－
認
p
、
．
ピ
．
匿
。
・
肖
。
冨
儒
、
≧
ε
、
－
甲
冒
沁
9
劃
8
藷
♪
伊
①
も
．
お
■

⑳
例
え
ば
、
チ
ボ
ー
伯
と
エ
ジ
プ
ト
の
ス
ル
タ
ン
と
の
条
約
（
＝
　
三
九
年
）
の

　
際
に
列
席
す
る
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
総
長
に
関
し
て
は
ω
冨
。
『
ρ
ご
く
ω
も
。
．

　
0
7
巷
髭
．
、
リ
チ
ャ
…
ド
・
オ
ブ
・
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
と
エ
ジ
プ
ト
の
ス
ル
タ

　
ン
と
の
条
約
（
一
二
四
〇
年
）
の
際
に
列
席
す
る
テ
ン
プ
ル
・
聖
ヨ
ハ
ネ
・
ド
イ
ツ

　
騎
士
修
道
会
総
長
に
関
し
て
は
O
Φ
。
。
竃
。
。
－
強
く
ト
。
“
鎮
㊤
．
、
ジ
ョ
フ
ロ
ワ
・
ド
．

　
サ
ル
ジ
ャ
ン
と
ダ
マ
ス
ク
ス
の
ス
ル
タ
ン
と
の
条
約
（
＝
～
四
四
年
）
の
際
に
列
席

　
す
る
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
総
長
に
関
し
て
は
○
霧
磁
G
。
”
ご
く
ρ
○
。
鵠
．
参
照
。

⑳
卑
匿
Φ
即
ご
く
G
。
♪
2
巷
心
．

⑳
　
国
H
⇔
o
証
し
。
”
ご
く
ω
♪
O
げ
巷
一
〇
．

⑳
　
沁
餐
貫
竃
ミ
払
ぎ
、
》
び
像
諺
N
自
窪
ぎ
8
鎖
ω
訂
宗
甲
貯
》
ミ
腎
奪
ミ
蔦
§
恥
駄

　
妹
瀞
Ω
「
竃
亀
騎
Ψ
①
噺
‘
○
鋤
げ
ユ
Φ
「
卸
哨
」
陣
冨
霧
4
0
0
箕
①
＝
P
国
．
｝
．
リ
リ
o
p
師
。
戸
一
㊤
①
P

　
Ψ
ω
器
■

⑭
肉
餐
ミ
」
蒔
ゆ
P
鴇
び
昌
．
》
び
ユ
諺
N
面
β
。
ぼ
斜
6
器
げ
ユ
戸
署
．
○
。
卜
。
甲
ω
ω
O
．
。
尚
こ
の

　
条
約
の
内
容
に
つ
い
て
は
国
。
ド
℃
．
竃
．
㌦
．
ρ
巴
里
姦
p
、
ω
町
窪
墜
’
丘
汗
》
o
お
ヨ

　
這
。
。
ω
、
一
髪
軋
慧
§
8
試
匙
涛
馬
§
魯
×
O
月
一
曾
ρ
署
．
。
。
O
卜
。
－
c
。
這
．
参
照
。

⑳
　
＝
一
五
〇
年
代
の
イ
ブ
ラ
ン
家
の
闘
争
に
関
し
て
は
、
竃
避
㊦
び
．
、
目
げ
一
円
．
ド
参
照
。

⑯
　
貴
族
層
の
キ
プ
ロ
ス
移
住
に
関
し
て
は
、
国
α
げ
自
ざ
§
馬
玄
同
寒
ミ
駄
§
－

　
、
器
り
唱
や
サ
δ
O
■
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エルサレム王国における騎士修道会の発展（櫻井）

第
二
章
　
有
力
者
と
の
関
係
に
見
る
政
治
的
役
割
の
展
開

　
一
般
的
に
、
騎
士
修
道
会
は
あ
く
ま
で
も
教
皇
直
属
の
独
立
団
体
と
考
え
ら
れ
て
お
り
何
ら
政
治
的
権
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て

　
①
き
た
。
そ
の
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
参
加
に
関
し
て
も
、
そ
れ
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
の
参
加
で
あ
り
、
国
政
に
関
与
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
否

定
的
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
唯
一
、
ラ
イ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
の
み
が
騎
士
修
道
会
の
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
国
政
へ
の
関
与
を
指
摘
し
て

い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
騎
士
修
道
会
は
軍
事
的
重
要
性
の
増
大
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
割
を
発
展
さ
せ
、
ま
た
ギ
ー
・
ド
・
リ
ュ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ニ
ャ
ン
と
コ
ッ
ラ
ー
ド
・
デ
ル
・
モ
ン
フ
ェ
ラ
ー
ト
の
闘
争
に
よ
っ
て
、
政
治
的
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
割
を
発
展
さ
せ
た
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

一
方
で
、
あ
く
ま
で
も
教
皇
直
属
で
あ
っ
た
点
等
を
理
由
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
割
以
上
を
担
わ
な
か
っ
た
と
想
定
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
史
料
的
根
拠
は
明
確
で
は
な
く
、
分
析
も
曖
昧
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
前
章
で
確
認
し
た
、
騎
士
修
道
会
の
外
交
面
で
の
権
力
の
行
使
や
、
特
に
一
三
世
紀
の
国
王
不
在
・
貴
族
層
の
キ
プ
ロ
ス
移
住
と

い
う
状
況
を
鑑
み
る
と
、
そ
の
役
割
に
何
ら
か
の
変
化
・
発
展
が
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る
に
難
く
な
い
。
そ
こ
で
本
章
に
お

い
て
は
、
騎
士
修
道
会
の
政
治
的
役
割
の
展
開
を
考
察
す
る
た
め
、
先
ず
は
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
の
有
力
者
（
特
に
国
王
）
と
騎
士
修
道
会
の
関
係

を
軸
に
し
て
確
認
し
た
い
。第

一
節
　
前
期
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
鱈
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
割
の
確
立

　
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
総
長
ユ
ー
グ
が
そ
の
設
立
に
当
た
っ
て
エ
ル
サ
レ
ム
国
王
、
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教
に
感
激
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

事
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
特
に
エ
ル
サ
レ
ム
国
王
と
の
関
係
は
一
種
の
主
従
関
係
の
平
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

そ
も
そ
も
ユ
ー
グ
が
一
介
の
騎
士
出
身
で
あ
っ
た
点
を
考
慮
す
る
と
理
解
さ
れ
や
す
い
。
ま
た
、
～
＝
蓋
年
の
国
王
チ
ャ
ー
タ
ー
の
副
署
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

リ
ス
ト
に
ユ
ー
グ
の
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
密
な
関
係
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
も
同
年
の
国
王
チ
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⑥

ヤ
イ
タ
ー
か
ら
そ
の
名
を
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
国
王
と
の
関
係
を
示
す
事
例
は
史
料
中
に
は
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
一
～
六
八
年
の
ア
モ
ー
リ
ー
～
世
の
エ
ジ
プ
ト
遠
征
に
関
す
る
記
述
か
ら
、
当
面
の
国
王
と
騎
士
修
道
会
の
関
係
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
時
、
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
総
長
ジ
ル
ベ
ー
ル
・
ア
セ
ー
ユ
は
ア
モ
ー
リ
ー
に
エ
ジ
プ
ト
遠
征
を
勧
め
、
ま
た
テ
ン
プ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

騎
士
修
道
会
総
長
は
そ
れ
に
つ
い
て
否
定
的
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
結
果
、
ア
モ
ー
リ
ー
は
エ
ジ
プ
ト
遠
征
を
敢
行
す
る
が
、
こ
こ
で
重
要
で

あ
る
の
は
、
両
騎
士
修
道
会
が
国
王
に
と
っ
て
重
要
な
軍
事
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
当
然
、
既

に
騎
士
修
道
会
が
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
で
の
大
き
な
軍
事
勢
力
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
後
、
両
騎
士
修
道
会
の
役
割
は
、
王
国
内
外
の
問
題
、
即
ち
サ
ラ
デ
ィ
ン
に
よ
る
ム
ス
リ
ム
勢
力
の
統
一
と
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
攻
繋
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ボ
ー
ド
ワ
ン
四
丁
以
降
の
国
王
位
・
摂
政
位
を
巡
る
対
立
、
の
影
響
に
よ
り
発
展
を
見
せ
る
。
ボ
ー
ド
ワ
ン
四
歯
黒
よ
り
、
次
期
国
王
位
継
承

者
ボ
ー
ド
ワ
ン
五
世
の
摂
政
権
を
巡
っ
て
の
ト
リ
ポ
リ
伯
レ
ー
モ
ン
三
世
と
ボ
ー
ド
ワ
ン
深
紅
の
義
兄
ギ
ー
と
の
対
立
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国

内
の
勢
力
を
二
分
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
レ
ー
モ
ン
側
に
は
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
大
半
の
バ
ロ
ン
が
つ
き
、
ギ
ー
側
に
は
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司

教
、
テ
ン
プ
ル
聖
ヨ
ハ
ネ
両
騎
士
修
道
会
と
若
干
の
バ
ロ
ン
が
つ
い
た
。
折
し
も
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
侵
入
が
激
化
す
る

中
、
幼
王
ボ
ー
ド
ワ
ン
五
世
が
死
去
し
、
こ
の
対
立
は
摂
政
位
を
巡
る
も
の
か
ら
国
王
位
を
巡
る
も
の
へ
と
転
換
し
た
。
結
果
的
に
、
ギ
ー
が

国
王
位
に
就
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
ろ
盾
と
な
っ
た
者
達
、
中
で
も
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教
と
騎
士
修
道
会
の
勢
力
は
相
当
の
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
。
ま
た
、
＝
八
七
年
、
未
だ
対
立
状
態
に
あ
っ
た
レ
ー
モ
ン
と
の
和
解
に
関
し
て
、
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教
エ
ラ
ク

リ
ウ
ス
、
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
総
長
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ド
・
リ
ド
フ
ォ
ー
ル
、
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
総
長
ロ
ジ
ェ
・
ド
・
ム
ラ
ン
ら
の
助
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
従
い
、
ギ
三
王
は
和
解
を
拒
否
す
る
。
こ
の
点
か
ら
、
騎
士
修
道
会
が
国
王
に
と
っ
て
の
政
治
的
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
一
員
で
あ
っ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
脅
威
と
い
う
状
況
下
で
軍
事
面
と
密
接
に
か
ら
み
つ
い
て
い
た
こ
と
は
、
ギ
ー
王
が
大

半
の
貴
族
勢
力
の
反
対
を
押
し
切
り
、
テ
ン
プ
ル
・
聖
ヨ
ハ
ネ
両
騎
士
修
道
会
の
助
言
に
従
っ
て
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
か

　
　
　
　
　
　
⑩

ら
も
明
自
と
な
る
。
以
上
よ
り
前
期
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
お
い
て
、
騎
士
修
道
会
は
少
な
く
と
も
軍
事
面
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
加
え
、
国
王
の
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選
出
等
、
王
国
の
重
大
事
に
関
す
る
政
治
的
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、

は
妥
当
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
二
節
　
後
期
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
…
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
発
展

こ
の
段
階
で
の
う
イ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
の
見
解

　
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
敗
戦
と
第
三
回
十
字
軍
期
の
混
乱
は
、
キ
プ
ロ
ス
国
王
を
兼
任
し
て
い
た
国
王
ア
モ
ー
リ
ー
二
世
の
時
代
に
収
拾
し
始
め

る
。
後
世
の
歴
史
家
達
は
、
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
敗
戦
の
一
因
と
し
て
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
総
長
ジ
ェ
ラ
ー
ル
の
行
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ

る
が
、
コ
ッ
ラ
ー
ド
、
ア
ン
リ
・
ド
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
や
ア
モ
ー
リ
ー
二
世
統
治
下
で
も
引
き
続
き
国
王
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
役
割
を
損
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
い
た
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
が
、
こ
の
時
期
に
は
国
王
チ
ャ
ー
タ
ー
の
副
署
人
に
騎
士
修
道
会
関
係
者
の
名
が
例
外
的
に
見

ら
れ
る
時
期
で
あ
り
、
王
国
の
建
て
直
し
に
積
極
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
ど
れ
程
の
も
の
か
は
確
認
で
き
な
い
。

　
し
か
し
、
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ブ
リ
エ
ン
ヌ
統
治
下
で
は
騎
士
修
道
会
の
役
割
に
～
つ
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
＝
一
二
二
年
、
ジ
ャ
ン
王
が
娘
イ

ザ
ベ
ル
と
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ブ
リ
！
ド
リ
ヒ
ニ
世
と
の
結
婚
に
際
し
、
教
皇
謁
見
の
た
め
渡
欧
す
る
際
、
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
総
長
ガ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ン
・
ド
・
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
、
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
総
長
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
デ
ュ
・
プ
レ
シ
エ
が
随
行
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
騎
士
修
道
会
が
国

王
の
側
近
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
ジ
ャ
ン
と
騎
士
修
道
会
と
の
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
そ
れ
は
ジ
ャ

ン
王
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
ジ
ャ
ン
の
国
王
就
任
に
は
騎
士
修
道
会
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
ア
モ
ー

リ
i
二
世
が
死
去
す
る
と
後
を
継
い
だ
キ
プ
ロ
ス
国
王
ユ
ー
グ
一
世
は
エ
ル
サ
レ
ム
国
王
位
の
継
承
を
主
張
し
、
「
ロ
ン
バ
ル
ト
に
い
た
エ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

サ
レ
ム
総
大
司
教
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
、
全
高
位
聖
職
者
、
全
騎
士
、
三
つ
の
家
の
皇
継
（
テ
ン
プ
ル
・
聖
ヨ
ハ
ネ
・
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
）
」

を
召
集
し
、
そ
の
国
王
承
認
を
求
め
る
。
し
か
し
、
騎
士
修
道
会
の
反
対
に
遭
い
、
そ
の
希
望
は
叶
え
ら
れ
ず
、
結
局
は
フ
ラ
ン
ス
よ
り
ブ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

エ
ン
ヌ
伯
ジ
ャ
ン
が
迎
え
ら
れ
国
王
位
に
就
く
の
で
あ
る
。
併
せ
て
斎
王
と
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
の
密
接
な
関
係
を
背
景
に
す
る
と
、
こ
の

こ
と
は
理
解
さ
れ
易
い
。
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⑮

　
ジ
ャ
ン
の
渡
欧
と
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
世
の
エ
ル
サ
レ
ム
王
位
宣
言
に
続
き
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
戦
争
へ
と
突
入
す
る
と
、
騎
士
修
道
会
の
役

割
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
一
二
三
〇
年
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
世
は
そ
の
代
理
人
と
し
て
リ
カ
ル
ド
・
フ
ィ
ラ
ン
ギ
エ
リ
を
派
遣
し
、
当
時
ラ

テ
ン
・
シ
リ
ア
で
の
最
有
力
貴
族
で
あ
っ
た
ベ
イ
ル
ー
ト
伯
ジ
ャ
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
の
所
領
を
包
囲
し
、
こ
こ
に
反
皇
帝
派
と
親
皇
帝
派
の
戦

い
が
勃
発
す
る
。
こ
の
時
、
皇
帝
に
対
抗
す
る
た
め
に
ジ
ャ
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
の
が
、
ア
ッ
コ
ン
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
あ

⑯る
。
従
来
の
研
究
で
は
親
皇
帝
派
に
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
が
、
反
皇
帝
派
に
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
が
属
し
て
い
た
と
さ
れ
、
特
に
テ
ン
プ

ル
騎
士
修
道
会
は
ア
ッ
コ
ン
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
ッ
コ
ン
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
参
加
者
に
関
す
る
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

代
記
の
記
述
に
は
騎
士
修
道
会
関
係
者
の
名
は
無
く
、
そ
の
参
加
に
は
疑
問
を
呈
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
が
親
皇

帝
派
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
に
関
し
て
も
、
少
な
く
と
も
一
二
三
六
年
の
段
階
で
は
ベ
イ
ル
ー
ト
伯
ジ
ャ
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
の
甥
で
カ
エ
サ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ア
領
主
の
ジ
ャ
ン
や
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
と
共
に
モ
ン
フ
ォ
ー
ル
包
囲
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
親
皇
帝
派
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

確
か
に
、
年
代
記
史
料
中
で
は
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
に
関
し
て
は
反
皇
帝
派
関
係
者
と
共
に
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
肇
ヨ
ハ
ネ
騎
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

修
道
会
に
関
し
て
は
＝
面
○
年
の
ヤ
ッ
フ
ァ
包
囲
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
従
来
の
構
図
が
生
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

い
ず
れ
に
せ
よ
確
定
要
素
が
少
な
く
、
従
来
の
図
式
で
こ
の
時
期
の
騎
士
修
道
会
の
役
割
を
捉
え
る
の
は
単
純
す
ぎ
る
。

　
こ
の
時
代
の
騎
士
修
道
会
の
活
動
と
し
て
、
む
し
ろ
重
要
で
あ
る
の
は
調
停
者
と
し
て
の
役
割
で
あ
り
、
数
回
に
渡
っ
て
親
皇
帝
派
勢
力
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

反
皇
帝
派
勢
力
の
仲
介
を
試
み
て
い
る
こ
と
が
史
料
上
確
認
で
き
る
。
そ
も
そ
も
騎
士
修
道
会
の
邑
ω
o
p
餌
、
Φ
画
塾
の
一
つ
に
聖
地
防
衛
が
あ

っ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
こ
の
こ
と
は
理
解
さ
れ
易
い
。
つ
ま
り
騎
士
修
道
会
は
、
有
力
者
と
の
密
接
な
関
係
を
持
つ
反
面
、
独
立
要
素

を
併
せ
持
つ
団
体
で
あ
り
、
そ
の
聖
地
防
衛
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
臨
機
応
変
に
状
況
に
対
応
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
、
国
王
不
在
も
重
な
り
、
王
国
の
調
停
者
的
役
割
が
騎
士
修
道
会
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
背
景

の
も
う
一
つ
に
は
騎
士
修
道
会
の
持
つ
宗
教
的
側
面
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
騎
士
修
道
会
は
、
あ
く
ま
で
も
教
皇
直
属
の
修
道
会
で
あ
り
、
教

皇
以
外
に
は
如
何
な
る
者
に
も
服
さ
な
い
、
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
。
こ
の
前
提
は
、
完
全
に
現
実
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
無
か
ろ
う
が
、
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調
停
者
と
し
て
の
役
割
を
担
う
背
景
の
一
つ
と
成
り
得
る
。
国
王
不
在
期
で
あ
り
、
し
か
も
王
国
の
バ
イ
イ
i
達
が
二
つ
に
分
か
れ
て
闘
争
し

て
い
る
と
い
う
状
況
下
で
、
調
停
者
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
存
在
と
し
て
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教
を
始
め
と
す
る
高
位
聖
職
者
が
考
え
ら
れ
る

が
、
一
三
世
紀
に
な
る
と
何
故
か
史
料
中
に
殆
ど
聖
職
者
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
考
察
は
本
稿
の
範
囲
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

超
え
る
の
で
詳
細
な
言
及
は
避
け
る
が
、
こ
の
事
も
、
騎
士
修
道
会
が
調
停
者
の
役
割
を
担
っ
た
、
あ
る
い
は
担
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
背
景

の
一
つ
で
あ
っ
た
と
、
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
国
王
不
在
の
状
況
が
継
続
し
た
末
期
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
も
、
依
然
と
し
て
騎
士
修
道
会
が
調
停
者
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
⑳

数
例
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
が
、
い
ず
れ
も
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
勢
力
間
の
闘
争
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
た
だ
し
、
騎

士
修
道
会
の
調
停
者
と
し
て
の
役
割
は
、
王
国
宋
期
に
な
っ
て
も
、
封
建
領
主
問
の
闘
争
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ

の
調
停
者
と
し
て
の
役
割
は
あ
く
ま
で
も
聖
地
防
衛
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
王
国
の
統
治
者
た
ろ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
史
料
上
、
他
の
者
・
団
体
が
調
停
者
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
形
跡
は
無
く
、
王
国
末
期
に
は
、
騎
士
修
道
会
は

王
国
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
唯
｝
の
調
停
者
的
存
在
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
、
前
章
と
併
せ
て
本
章
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た
い
。
か
つ
て
、
ラ
イ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
は
従
来
の
研
究
で
は
否
定
的
に
雷
及
さ
れ
て
い

た
騎
士
修
道
会
の
政
治
的
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
割
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
騎
士
修
道
会
の
役
割
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
以
上
の
も
の
は
見
な
か

っ
た
。
こ
の
見
解
は
、
～
二
世
紀
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
前
期
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
期
に
は
当
て
は
ま
る
も
の
の
、
＝
二
世
紀
に
関
し
て
は
疑
問
を

残
す
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
＝
二
世
紀
に
な
る
と
、
騎
士
修
道
会
が
調
停
者
の
役
割
を
担
う
例
が
少
な
い
に
し
ろ
確
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
背
景
と
し
て
は
、
国
王
不
在
、
貴
族
層
の
闘
争
に
よ
る
王
国
内
部
の
没
落
と
混
乱
、
騎
士
修
道
会
の
所
領
拡
大
に
伴
う
軍
事
・
経
済

面
で
の
発
展
や
軍
事
的
役
割
の
延
長
上
に
発
展
し
て
い
っ
た
外
交
面
で
の
権
力
の
発
揮
等
の
様
々
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ラ
イ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い
う
語
に
関
し
て
特
に
規
定
を
設
け
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
他
の
有
力
者
に
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依
存
す
る
存
在
で
あ
り
、
そ
の
役
割
が
少
な
く
と
も
他
者
の
存
在
を
前
提
条
件
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
騎
士
修
道
会
が
単
独
で
行
っ
た
調
停
者

と
し
て
の
役
割
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
以
上
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
ラ
イ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
の
見
解
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
騎
士
修
道
会
の
政
治
的
権
力
の
発
展
を
過
大
評
価
し
す
ぎ
て
は
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
騎
士
修
道
会
は
決
し
て
、
所
領
問
題
や

封
建
領
主
問
の
争
い
の
解
決
、
と
い
っ
た
封
建
領
主
と
し
て
の
働
き
を
国
王
に
代
わ
っ
て
行
っ
て
い
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
抑
え
た
上
で
、
騎
士
修
道
会
の
政
治
的
役
割
に
つ
い
て
よ
り
明
確
な
像
を
得
る
た
め
に
、
次
章
で
は
王
国
レ
ヴ
ェ
ル
、
つ
ま

り
会
議
・
集
会
に
、
視
点
を
移
し
、
そ
の
政
治
的
側
面
で
の
発
展
を
考
察
し
た
い
。

①
本
稿
「
は
じ
め
に
」
註
一
七
参
照
。

②
空
ぽ
ギ
ω
巳
芦
§
鳴
さ
慧
跨
も
唱
」
8
山
Φ
N

③
§
駄
も
。
．
竃
？
嵩
P

④
≦
琶
Φ
熱
讐
辛
く
昼
O
巷
ご
国
三
号
。
。
”
ご
く
長
○
訂
唱
ご
橋
口
倫
介
「
十

　
字
軍
騎
士
団
』
、
五
三
頁
。

⑤
沁
馨
蟹
δ
9
こ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
で
は
、
ユ
ー
グ
の
名
は
最
後
尾
に
確
認
さ
れ

　
る
が
、
こ
の
こ
と
は
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
が
修
道
会
と
し
て
は
認
識
さ
れ
て
お

　
ら
ず
、
ま
た
王
国
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
団
体
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。

　
し
か
し
、
逆
に
考
え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
団
体
の
総
長
が
国
王
会
議
に
列
席
す
る

　
こ
と
は
、
国
王
ボ
ー
ド
ワ
ン
ニ
世
と
ユ
ー
グ
の
密
接
な
関
係
を
裏
付
け
る
も
の
で

　
あ
る
。

⑥
肉
ミ
§
弘
8
．

⑦
O
Φ
ω
け
Φ
ρ
旨
く
押
お
山
≦
已
Φ
ヨ
一
響
ピ
静
卜
。
ρ
0
岩
㎝
．
馬
錘
。
奮
曽
ご
く
ト
。
ρ

　
9
巷
㎝
．

⑧
以
下
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
四
世
以
降
の
国
王
位
・
摂
政
位
を
巡
る
ギ
ー
・
ド
・
リ
ュ

　
ジ
ニ
ャ
ン
と
ト
リ
ポ
り
伯
レ
ー
モ
ン
三
世
の
争
に
関
し
て
は
、
乏
籠
Φ
ヨ
抄
い
ぞ

　
ト
。
卜
。
w
O
巷
一
・
匿
戦
く
ト
。
ρ
○
巷
一
．
い
騨
簿
乱
㊥
ρ
U
ぴ
ト
。
N
O
訂
旭
一
．
髭
江
ぴ
鱒
G
。
甲
O
訂
℃

　
愈
ふ
O
①
。
・
冨
ω
冒
ご
く
押
鵯
㌦
戯
分
済
募
巴
Φ
。
。
》
．
二
。
。
O
．
∴
一
。
。
口
引
〉
弓
鋤
Φ
笛
］
W
．

　
一
一
〇
。
ρ
－
＝
c
。
“
．
脚
貯
9
ミ
尋
ミ
ミ
帖
§
譜
9
馬
ミ
§
ミ
俺
亀
鑑
（
N
殴
。
。
へ
匡
ほ
℃
δ
も
暮
；

　
ζ
9
α
q
雪
▼
ζ
．
即
甲
℃
鼠
。
。
仏
㊤
。
。
卜
。
“
署
．
一
幽
ω
・
等
を
用
い
た
。
ま
た
、
八
塚
春
児

　
「
ギ
ー
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
の
ク
ー
デ
タ
ー
」
『
史
林
』
六
一
、
一
九
七
八
年
、

　
三
三
－
六
四
頁
、
も
参
考
に
し
た
。

⑨
甲
舘
野
層
ご
く
鱒
。
。
層
O
訂
想
卜
。
蒔
－
O
学
田
綜
・
他
に
ギ
ー
王
に
助
言
し
た
者
と
し

　
て
、
テ
ィ
ー
ル
大
司
教
ヨ
セ
ブ
、
バ
リ
ア
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
や
シ
ド
ン
領
主
ル

　
ノ
i
・
ド
・
シ
ャ
テ
ィ
ヨ
ン
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。

⑩
国
茜
。
歪
”
巨
ぞ
ト
。
ρ
9
巷
G
。
一
．

⑪
国
恥
号
ω
ト
ぞ
ト
。
距
9
巷
り
．
等
。

⑫
即
巴
①
即
ぼ
く
ト
。
⊂
。
w
9
巷
お
－
卜
。
9
き
嵩
諒
甲
〉
■
応
認
．
　
○
①
ω
蕾
》
二
く
押

　
一
。
。
P
等
。

⑬
蝉
壁
貫
臣
く
ト
、
介
2
巷
に
．
、
『
娼
弩
§
。
冨
ぎ
『
Φ
「
齢
ゐ
‘
ざ
。
。
ε
潔
U
。
㌣

　
び
9
芦
簿
ε
搾
財
讐
巴
讐
⑦
肯
に
畠
Φ
く
農
2
匹
Φ
討
審
貫
Φ
》
虫
。
臨
α
霧
㌶
蝕
ω

　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
リ
む

　
ヨ
僧
嵩
O
ロ
ω
曽

⑭
豊
艶
Φ
ω
ト
貯
b
。
介
9
昌
お
．

⑮
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
戦
争
に
関
し
て
は
、
主
に
、
℃
巨
甘
需
浄
翼
。
く
碧
ρ
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さ
ミ
。
普
舞
＆
．
“
麟
〇
三
①
ゴ
O
■
り
勺
帥
「
グ
一
り
一
ω
．
を
用
い
た
。
尚
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

　
ド
・
ノ
ヴ
ァ
ラ
は
キ
プ
ロ
ス
王
国
の
騎
士
で
あ
り
、
後
に
王
国
の
バ
イ
イ
ー
と
な

　
つ
た
。

⑯
ア
ッ
コ
ン
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
世
と
そ
の
代
理
人
リ
カ
ル
ド
の

　
勢
力
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
反
皇
帝
派
筆
頭
で
あ
っ
た
イ
ブ
ラ
ン
家
を
中
心
に
、

　
ア
ッ
コ
ン
に
あ
っ
た
聖
ア
ン
デ
レ
兄
弟
会
を
母
体
に
結
成
さ
れ
た
、
反
皇
帝
派
団

　
体
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
℃
婁
毒
さ
穿
ミ
聾
Ω
§
ミ
ミ
ミ
跨
§
賊

　
暮
鳴
　
O
§
向
ミ
ミ
暁
§
　
響
き
鴨
卜
霜
§
　
蒸
嵩
罫
鼻
　
』
霞
器
ロ
一
Φ
昼
　
一
Φ
①
ρ
　
署
’

　
δ
ゐ
“
．
菊
陣
『
望
－
ω
諺
萱
戸
、
．
↓
ゲ
Φ
》
ω
臨
器
．
、
．
竈
」
㊤
町
彫
o
O
分
八
塚
春
心
「
十
字
軍

　
国
家
に
お
け
る
『
コ
ミ
ュ
ー
ン
運
動
隔
」
『
史
林
隔
六
四
、
一
九
八
一
年
、
一
〇
七

　
－
一
一
五
頁
、
等
参
照
。

⑰
貯
註
Φ
ω
“
い
ぞ
ト
。
9
9
昌
N
。
。
・

⑱
○
①
篭
ρ
臣
く
N
卜
。
F

⑲
O
①
器
ω
甲
ピ
ぞ
N
認
。
。
．

⑳
○
Φ
篭
。
。
“
ピ
ぞ
ト
。
し
ト
。
G
。
b
①
弩
。
・
ト
叩
く
ト
。
し
雪
∴
O
婁
Φ
p
臣
く
的
b
F
等
。
尚
、

　
騎
士
修
道
会
に
対
す
る
「
調
停
者
」
と
い
う
表
現
は
、
℃
鑓
ミ
①
斜
ト
ミ
§
ミ
謎
●

　
さ
§
も
』
刈
り
．
掬
臨
Φ
零
ω
ヨ
騨
ぴ
闇
§
笥
き
u
奪
登
山
」
O
O
山
釦
■
に
用
い
ら
れ
て
い

　
る
が
、
前
者
は
何
を
調
停
し
た
か
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
不
明
瞭

　
で
あ
り
、
後
者
は
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
と
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
の
間
の
争
い

　
に
関
す
る
事
例
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

⑳
　
最
も
大
き
な
原
因
は
、
ム
ス
リ
ム
勢
力
に
よ
る
拠
点
喪
失
の
た
め
、
ラ
テ
ン
・

　
シ
リ
ア
の
聖
職
者
は
殆
ど
有
名
無
実
化
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

⑫
　
例
え
ば
、
沁
蓉
貴
這
㊤
c
。
．
で
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
と
ピ
サ
の
（
一
二
六
一
年
）
、

　
沁
馨
ミ
仏
凸
ω
．
で
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
と
マ
ル
セ
イ
ユ
の
（
一
二
七
七
年
）
、
ま
た

　
国
田
巳
①
ρ
い
ぞ
b
。
P
O
7
巷
ω
ω
．
で
は
テ
ィ
ー
ル
領
密
と
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
（
＝
　
七

　
七
年
）
調
停
を
行
っ
て
い
る
。

第
三
章
　
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
会
議
・
集
会
と
騎
士
修
道
会

第
一
節
　
O
践
山
「
Φ
O
δ
と
騎
士
修
道
会

　
従
来
の
研
究
で
は
、
国
王
主
催
の
封
建
会
議
、
オ
～
ト
・
ク
ー
ル
（
国
P
¢
叶
Φ
∩
い
O
¢
H
酔
）
へ
の
騎
士
修
道
会
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
が
通
説
と
し

　
　
　
　
　
　
　
①

て
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
の
考
察
二
薔
及
も
為
さ
れ
な
い
た
め
、
王
国
全
期
を
通
じ
て
適
応
さ
れ
て
し
つ
ま
て
い
る

か
の
印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
、
ジ
ャ
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
の
法
手
鼻
の
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
へ
の
参
加
者
に
関
す
る
項
目
に
は
、
騎
士
修
道
会
の

　
　
　
　
　
　
　
②

名
は
確
認
で
き
ず
、
騎
士
修
道
会
が
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
に
参
加
し
て
い
た
か
ど
う
か
の
再
検
討
の
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
も
そ
も
、
従
来

の
研
究
に
見
ら
れ
る
「
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
」
と
い
う
表
現
は
法
書
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
法
書
の
描
く
国
王
会
議
の
像
と
実
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表4　　curia　regis

発給人と総数　　　　　　　　　副署人 聖職者 テンプル 聖ヨハネ 内容（所領）

ボードワン1世 12 9 0 0 ユ0

ボードワン2世 24 16 ユ 1 22

フルク 2玉 17 0 o 21

ボードワン3世 69 4ユ 25 7 49

アモーリー1世 39 22 5 4 31

ボードワン4世 3ユ 7 3 0 28

ボードワン5世 2 0 0 0 2

ギー・ド・リュジニヤン 15 5 5 5 11

コッラード・デル・モンフェラー
g

11 0 4 4 9

アンリ・ド・シャンパーニュ 12 0 ユ 2 12

アモーリー2世 9 0 0 0 8

マリア 1 0 0 O ユ

ジャン・ド・ブリエンヌ ユ4 0 0 0 14

フリードリヒ2世 17 3 0 0 13

バリァン・ド・シドン　（バイ
Cー）

1 0 1 1 1

オド・ド・モンベリヤール（コン
Xタプル）

1 0 0 0 0

リカルド・フィランギエリ（バイ
Cー）

1 0 0 0 0

アンリ　（キプロス国王兼domL
獅浮刀@HierOSO正ymitani）

2 0 0 0 2

ジャン・ディブラン（コンスタプ
求Eバイイー）

2 0 0 0 2

ユーグ 3 0 1 0 2

バリアン・ダルスール（コンスタ
vル・バイイー）

1 0 0 0 1

表4～ユ0はRegesta；Regesta　Add；“Actes　pass6s　en　1271，1274，　et　1279　a　rAise（Pet三t　Arm6－

　　　　nie）　et　a　Beyrouth　par　devant　des　notaries　genois”，　AOL　tome　1，；　Le　Cartulaire　du

　　　　Chapitre　du　Saint－Stipulcre　de　Jgrttsalem，　pub　par．，　G．　Bresc－Bautier，　Paris，　1984．；

　　　　“Chartes　de　1’Abbaye　de　Notre－Dame　de　la　vallee　de　Josaphat　en　Terre　Sainte

　　　　（1108－1291）”，　ROL，　tome　7，；　Chartes　de　la　Terre　Sainte　provenant　de　1’Abbarve　de　Anyotre

　　　　Dame　de　Josaphat，　pub　par，　H．　F．　Delaborde，　Paris，　1880．；　“Chartes　de　TerreSainte”，

　　　　1～OL，　tome　11．；“Un　diplome　in6dit　d’Amaury　I，　roi　de　J6rusa正em，　en　faveur　de　rab，

　　　　baye　du　Temple－Notre－Seigneui　ROL，　tome　8，　；　“Documents　inedits　concermant　1’O－

　　　　rient　latin　et　les　croisades　（XIIe－XIVe　siecle）”，　ROL，　tome　7．；　“Fragment　d’un　cartu－

　　　　laire　de　lbrdre　de　Saint－Lazare，　en　Terre　Sainte”，　AOL，　tome　2．；　“lnventaire　de

　　　　pieces　de　Terre　Sainte　de　1’ordre　de　1’Hopital”，　ROL，　tome　3，；　“9uatre　titres　des　prop－

　　　　ri6t6s　des　Genois　a　Acre　et　a　Tyr”，　AOL，　tome　2．より作成。
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エルサレム王国における騎士修道会の発展（櫻井）

　　　　　　　　　　　　表5　貴族宮廷会議1 アンティオキア公領

副署人

公 総数
聖職者 テンプル 　　　、ｹヨハ不

ボエモン1世　　（1099年一1111年） 1 1 0 0

タンクレード　（1111年一n12年） 1 1 0 G

ルッジェーロ　　（1112年一1119年） 1 1 0 0

ボエモン2世　　（1126年一1130年） 2 2 0 0

レーモン1世　　（1136年一1149年） 8 4 5 0

ルノー　　　　（1153年一1160年） 4 0 0 0

ボエモン3世　　（1163年一王201年） 31 ユ 0 2

ボエモン4世　　（1201年一1216年） 10 1 0 1

リュパン　　　（1216年一1219年） 8 2 0 0

ボエモン4世（復1219年一1233年） 5 3 0 0

ボエモン5世　（1233年一1252年） 3 0 0 0

ボエモン6世　　（ユ252年一ユ275年） 5 0 0 0

ボエモン7世　　（1275年一1287年） 2 0 0 0

表6　登£族宮廷会震巽…2　 トリポリイ国領

副署入

伯 総数
聖職者 テンプル 　　　、ｹヨハ不

ベルトラン　（nO9年一1112年） 3 玉 0 0

ポンス　　　　（1112年一1137年） 3 1 0 1

レーモン2世（1137年一1152年） 17 8 2 0

レーモン3世（1152年一1187年） 12 2 0 1

以後，トリポリ伯はアンティオキア公が
灯C

2 0 工 1
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表7　貴族宮廷会議3　ガリラヤ公領

副署人

公 総数
聖職者 テンプル 甕ヨハネ

ジョスラン（1119年） 2 0 0 0

ゴーティエール（1164年一1170年） 7 3 o 0

表8　貴族宮廷会議4　ティベリアス

副署人

領主 総数
聖職者 テンプル 聖ヨハネ

ギョーーム・ド・プーリ　（112王年一1153
N）

10 4 ユ 0

エルマンガルド（1154年） 1 0 0 o

ゴーティエール（U68年） 1 ユ O 1

表9　貴族宮廷会議5　カエサレァ

副署人

領主 総数
聖職者 テンプル 聖ヨハネ

ゴーティエール（1131年一1146年） 6 4 2 2

ユーグ（l160年一1166年） 7 0 0 0

ゴーティエール（1182年） 1 1 o O

ジュリアーナ（1197年一1207年） 4 3 2 2

アデマール（1206年，1213年） 2 0 0 0

ジャン・ラルマン（1249年一1255年） 4 ユ 0 1

表10　史料から確認するcuriaregisとcuriageneralisの開催回数

年代 　，　　　　　　　　　　　　　　　，

モ浮獅＝ueg1S
CuriageneraliS

1099年一1187年 214 ユ3

1188年一1259年 7ユ 49

1260年一1291年 4 103

124　（570）



エルサレム王国における騎士修道会の発展（櫻井）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

際
の
国
王
会
議
と
を
区
別
す
る
た
め
に
、
文
書
史
料
に
見
ら
れ
る
。
霞
貯
お
σ
q
一
ω
と
い
う
表
現
を
、
国
王
会
議
を
表
す
も
の
と
し
て
用
い
、
騎

士
修
道
会
に
焦
点
を
当
て
て
。
霞
冨
お
σ
Q
置
の
機
能
、
参
加
者
や
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。
（
随
時
表
4
参
照
）

　
先
ず
、
前
期
に
は
聖
職
者
や
修
道
院
関
係
者
の
参
加
が
顕
著
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
で
も
、
聖
職
者
で
は
エ
ル
サ
レ
ム
総

大
司
教
を
始
め
、
カ
エ
サ
レ
ア
大
司
教
、
ナ
ザ
レ
司
教
や
聖
墳
墓
教
会
聖
堂
参
事
会
長
が
、
修
道
院
関
係
者
で
は
主
の
テ
ン
プ
ル
修
道
会

（
日
①
信
仰
U
。
日
置
）
、
シ
オ
ン
山
修
道
会
、
タ
ボ
ー
ル
山
修
道
会
や
ヨ
セ
ブ
谷
の
聖
母
マ
リ
ア
修
道
会
の
関
係
者
が
顕
著
で
あ
る
。
特
に
エ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

サ
レ
ム
総
大
司
教
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
国
王
と
連
名
で
チ
ャ
ー
タ
ー
の
発
給
人
に
な
る
場
合
、
国
王
よ
り
も
序
列
が
上
で
あ
っ
た
事
も
あ
り
、
王

国
初
期
に
は
非
常
に
政
治
的
地
位
が
高
か
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
四
面
の
治
世
よ
り
そ
の
参
加
が
激
減
し
、
例
外
的
に
ギ
ー
の
治
世
の
み
で
そ
の
参
加
が
見
ら
れ
る
以
外
、
。
践
鋤

お
σ
q
一
。
。
へ
の
参
加
は
皆
無
と
な
る
。
こ
の
原
函
は
、
一
つ
に
は
国
王
と
聖
職
者
の
頂
点
た
る
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教
と
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係

に
帰
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
今
世
と
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教
の
対
立
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
ボ
ー
ド
ワ
ン
と
対
立
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
ギ
ー
と
総
大
司
教
エ
ラ
ク
リ
ウ
ス
の
関
係
が
密
で
あ
っ
た
事
と
併
せ
る
と
明
白
で
あ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
王
権
の
確
立
が
考
え
ら
れ
る
。
僅
か
な
修
道
院
を
除
い
て
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
と
っ
て
は
ほ
ぼ
完
全
な
処
女

地
に
建
国
さ
れ
た
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
と
っ
て
、
最
大
の
関
心
事
は
所
領
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
そ
の
協
議
内
容
の
殆
ど
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

聖
俗
を
問
わ
ず
、
所
領
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
王
国
初
期
に
お
い
て
は
、
教
会
勢
力
に
と
っ
て
も
、
国
王
を
中

心
と
す
る
世
俗
勢
力
に
と
っ
て
も
、
そ
の
所
領
の
安
定
や
支
配
領
域
の
確
立
は
共
通
の
問
題
で
あ
っ
た
。
王
国
初
期
で
は
、
後
述
す
る
が
、
支

配
領
域
が
曖
昧
で
あ
り
、
そ
れ
が
会
議
参
加
者
の
曖
昧
さ
を
産
み
出
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
や
が
て
、
各
聖
職
者
や
世
俗
諸
侯
の
支
配
領

域
が
確
立
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
政
治
面
で
の
聖
俗
の
分
離
が
進
行
し
、
そ
の
結
果
、
ア
モ
ー
リ
ー
一
世
統
治
後
期
か
ら
ボ
ー
ド
ワ
ン
四
世
統
治

前
期
に
王
権
が
確
立
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
次
に
、
本
稿
の
考
察
の
中
心
で
あ
る
、
騎
士
修
道
会
の
。
鼠
⇔
お
σ
q
一
。
。
へ
の
参
加
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
本
稿
第
一
・
二
章
で
確
認
し
た
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騎
士
修
道
会
の
発
展
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
騎
士
修
道
会
の
。
三
跡
お
σ
q
謎
へ
の
参
加
は
自
然
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
テ
ン
プ
ル
聖
ヨ
ハ
ネ

両
騎
士
修
道
会
の
。
詩
心
話
。
Q
置
へ
の
参
加
は
、
早
く
も
ボ
ー
ド
ワ
ン
ニ
世
治
世
に
見
ら
れ
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
三
世
、
ア
モ
ー
リ
ー
～
世
統
治
下

で
は
残
存
す
る
チ
ャ
ー
タ
ー
の
副
署
人
リ
ス
ト
の
四
割
近
く
に
そ
の
関
係
者
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
参
加
時
の
協
議
内
容
は
、

主
に
教
会
や
修
道
院
に
対
す
る
所
領
等
の
寄
進
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
こ
の
背
景
に
は
、
上
記
の
様
な
、
騎
士
修
道
会
の
発
展
と
そ
の
役
割
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

増
大
、
国
王
と
の
関
係
や
、
ま
た
、
　
一
五
〇
年
代
に
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
に
見
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
騎
士
修
道
会
熱
」
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
従
来
の
研
究
者
達
は
騎
士
修
道
会
の
。
霞
冨
お
α
q
貯
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
確
認
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
四
獣
治
世
以
降
、
例
外
的
に
ギ
ー
、
コ
ッ
ラ
ー
ド
統
治
時
を
除
い
て
、
そ
の
。
暴
落
器
σ
q
置
へ
の
参
加
は
皆
無
に
等

し
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
上
記
の
様
に
、
王
権
の
確
立
と
そ
れ
に
伴
う
教
会
聖
職
者
や
騎
士
修
道
会
の
住
み
分
け
と
も
い
え
る
も
の
が
確
立

し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
こ
と
は
、
従
来
通
説
視
さ
れ
て
い
た
。
賃
貯
お
α
q
δ
へ
の
騎
士
修
道
会
の
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
に
対
し
て
、
疑
問
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
　
二
世
紀
半
ば
に
こ
そ
騎
士
修
道
会
の
。
ξ
雷
冨
σ
q
一
ω
へ
の
参
加
は
確
認
さ

れ
る
も
の
の
、
ニ
ニ
世
紀
に
は
そ
れ
が
確
認
さ
れ
ず
、
従
来
の
説
を
＝
二
世
紀
の
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
適
用
す
る
事
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、

少
な
く
と
も
一
二
世
紀
半
ば
の
｝
時
期
を
除
い
て
は
、
騎
士
修
道
会
に
と
っ
て
。
醒
す
お
α
q
蹉
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す
る
場
所
で
は
な
か
っ

た
、
と
雷
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
。
賃
鍵
お
σ
q
一
ω
で
の
協
議
内
容
は
、
殆
ど
が
所
領
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
騎
士
修
道
会
は
こ
の
点
に
お

い
て
は
何
ら
そ
の
権
力
を
発
揮
す
る
団
体
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
以
上
、
o
霞
鈷
お
σ
q
一
ω
と
騎
士
修
道
会
の
関
係
に
関
す
る
考
察
を
行
っ
た
が
、
リ
シ
ャ
ー
ル
や
ラ
イ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
の
よ
う
に
、
騎
士
修
道

会
の
重
要
性
は
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
よ
り
む
し
ろ
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
領
や
ト
リ
ポ
リ
伯
領
を
中
心
と
す
る
諸
侯
領
内
に
あ
っ
た
と
主
張
す
る
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

究
者
も
い
る
。
が
、
同
じ
調
査
を
様
々
な
諸
侯
領
に
関
し
て
行
っ
て
も
、
同
様
の
結
果
が
導
か
れ
、
諸
侯
の
宮
廷
会
議
も
騎
士
修
道
会
に
と
っ

て
政
治
的
権
力
を
発
揮
す
る
場
で
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
騎
士
修
道
会
は
会
議
・
集
会
と
い
っ
た
場
で
「
公
的
な
」
政
治
権
力
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
コ
口
従
来
の
研
究
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者
は
、
何
故
騎
士
修
道
会
の
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
暗
黙
の
了
解
で
あ
る
か
の
如
く
扱
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
次
節
で
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
会
議
・
集
会
を
扱
う
に
当
た
っ
て
、
史
料
・
研
究
に
つ
い
て
の
諸
問
題
を
再
確
認
し
た
い
。

第
二
節
　
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
会
議
硯
究
の
問
題
点
の
確
認

エルサレム王国における騎士修道会の発展（櫻井）

　
前
節
で
の
検
討
よ
り
、
騎
士
修
道
会
が
。
難
癖
お
α
q
欝
に
参
加
し
て
い
た
痕
跡
は
一
二
世
紀
半
ば
の
一
時
期
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
＝
二
世
紀

に
は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
で
は
、
何
故
騎
士
修
道
会
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
が
通
説
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、

そ
の
原
因
を
考
え
て
み
た
い
。

　
ラ
・
モ
ン
ト
以
降
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
国
王
会
議
で
あ
る
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
が
争
点
と
な
る
の
は
、
そ
こ
に
お
け
る
国
王
と
貴
族
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

を
検
討
す
る
場
合
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
利
用
さ
れ
る
史
料
と
し
て
先
ず
重
点
が
置
か
れ
た
の
は
、
法
書
史
料
で
あ
っ
た
。
特
に
、
＝
二

世
紀
半
ば
に
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
に
お
け
る
最
有
力
貴
族
で
あ
っ
た
ヤ
ッ
フ
ァ
伯
ジ
ャ
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
に
よ
る
法
書
は
ラ
・
モ
ン
ト
の
「
純
粋

封
建
制
論
」
を
根
拠
付
け
る
史
料
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
現
在
で
は
、
法
書
史
料
の
信
愚
性
は
非
常
に
低
い
こ
と
が
一
般
的
見
解
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
国
王
と
貴
族
の
関
係
を
示
す
事
項
に
つ
い
て
の
み
で
あ
り
、
そ
の
形
態
や
参
加
者
に
つ
い
て
は
殆
ど
触
れ
ら
れ
て
い

　
⑫
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
段
階
で
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
は
国
王
主
催
の
封
建
家
臣
達
の
参
加
す
る
会
議
で
あ
る
、
と
い
う
前
提
が
設
け
ら
れ
る
の
で

あ
り
、
こ
の
前
提
自
体
は
、
問
題
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
従
来
の
研
究
が
問
題
を
含
む
と
思
わ
れ
る
の
は
、
年
代
記
史
料
の
扱
い
方
で
あ
る
。
年
代
記
史
料
中
に
は
、
。
o
霧
①
臨
や
唱
匿
甲

導
①
艮
と
い
っ
た
表
現
で
会
議
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
或
い
は
状
況
か
ら
考
え
て
明
ら
か
に
何
ら
か
の
会
議
・
集
会
が
催
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
が
、
文
書
史
料
と
は
異
な
り
、
年
代
記
史
料
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
重
点
を
置
く
た
め
、
各
会
議
の
性
格
を
限
定
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
の
前
提
を
国
王
主
催
の
封
建
家
臣
の
参
加
す
る
会
議
と
し
つ
つ
も
、
年
代
記
史
料
に
見
ら
れ
る
会
議
・
集
会
を
そ
の

性
格
の
検
討
を
せ
ず
に
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
と
し
て
扱
っ
て
い
る
点
に
従
来
の
研
究
の
問
題
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
会
議
・
集
会
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に
は
参
加
し
て
い
る
が
国
王
の
封
建
家
臣
で
は
な
い
要
素
（
騎
士
修
道
会
・
聖
職
者
等
）
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
簡
単
に
処
理
さ
れ
た
の
で
は

無
か
ろ
う
か
。

　
前
節
で
は
、
史
料
を
チ
ャ
ー
タ
ー
類
の
文
書
史
料
に
限
定
し
、
o
霞
賦
冨
σ
q
一
ω
の
考
察
を
行
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
鶏
「
貯
掃
σ
q
一
ω
と
判
断
さ
れ

得
な
か
っ
た
会
議
・
集
会
は
如
何
に
考
察
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
ラ
イ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
が
．
≦
鋤
H
－
O
o
§
。
一
一
．
（
軍
事
会
議
）
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

う
表
現
を
用
い
、
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
以
外
の
会
議
の
存
在
を
明
示
し
た
の
は
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ラ
イ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
に
至

っ
て
も
、
、
≦
勉
7
0
。
壽
。
臨
．
と
称
す
る
会
議
の
出
所
や
そ
の
特
徴
・
性
格
に
関
し
て
は
一
切
言
及
し
て
お
ら
ず
、
唐
突
な
感
じ
を
与
え
る
。
ま

た
、
ラ
イ
リ
i
・
ス
ミ
ス
の
視
点
は
軍
事
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
、
軍
事
に
関
す
る
協
議
の
場
の
み
を
史
料
か
ら
抽
出
し
て
、
類
費
6
0
暮
。
鵠
、

と
い
う
表
現
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
以
外
の
会
議
・
集
会
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
一
画
面
し
か
カ
ヴ
ァ
ー

し
得
な
い
概
念
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
こ
こ
で
、
。
賛
ご
お
σ
q
訪
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
会
議
・
集
会
の
特
徴
を
幾
つ
か
列
挙
し
て
お
き
た
い
。
～
つ
は
、
王
国
の
緊
急
時
に
突

如
開
催
さ
れ
る
点
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
王
国
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
会
合
の
場
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
原
則
的
に

は
非
B
常
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。
も
う
　
点
は
、
開
催
者
が
限
定
で
き
ず
、
不
特
定
に
様
々
な
有
力
者
が
参
加
す
る
集

会
的
な
も
の
で
あ
る
点
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
漢
然
か
つ
曖
昧
で
は
あ
る
が
、
特
に
こ
の
二
つ
の
特
徴
を
充
た
す
も
の
を
一
つ
の
同
列
の
非
日

常
的
な
会
議
・
集
会
と
考
え
た
い
。

　
こ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
会
議
・
集
会
を
扱
う
に
当
た
っ
て
、
ラ
イ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
の
記
す
、
≦
騨
H
－
O
o
琶
。
臨
、
と
区
別
す
る
た
め
に
、
文

書
史
料
中
に
見
ら
れ
る
。
弩
這
σ
q
窪
2
聾
ω
と
い
う
表
現
を
用
い
て
考
察
を
行
い
た
い
。
。
霞
貯
α
q
魯
①
邑
置
と
い
う
表
現
は
、
一
一
四
八
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

サ
ラ
セ
ン
軍
侵
入
へ
の
対
応
を
協
議
す
る
場
や
、
～
二
一
七
年
に
十
字
軍
を
率
い
て
ア
ッ
コ
ン
に
滞
在
し
て
い
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
王
の
下
で
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ス
リ
ム
勢
力
攻
撃
を
協
議
す
る
場
等
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
上
記
の
特
徴
を
充
た
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
総
会
」
と
も
訳

さ
れ
る
べ
き
。
霞
賦
α
q
魯
①
邑
貯
と
い
う
表
現
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
。
適
応
お
σ
q
冨
以
外
の
集
会
が
存
在
し
た
根
拠
と
な
り
得
る
が
、
こ
の
表
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現
は
あ
く
ま
で
も
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
会
議
・
集
会
に
つ
い
て
研
究
す
る
上
で
の
本
稿
に
お
け
る
暫
定
的
な
一
つ
の
「
記
号
」
に
過
ぎ
な
い
こ

と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

　
そ
れ
で
は
、
次
節
に
お
い
て
、
年
代
記
史
料
や
文
書
史
料
か
ら
。
賛
冨
σ
q
窪
Φ
邑
一
。
。
と
考
え
ら
れ
る
会
議
を
摘
出
し
、
特
に
国
王
が
不
在
で

あ
っ
た
＝
二
世
紀
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
変
遷
を
追
う
と
共
に
、
そ
の
騎
士
修
道
会
と
の
関
係
を
中
心
に
検
討
を
行
い
た
い
。

第
三
節
O
鼠
山
の
Φ
5
Φ
「
幾
ω
と
騎
士
修
道
会

エルサレム王国における騎士修道会の発展（櫻井）

　
年
代
記
史
料
か
ら
は
、
一
〇
九
九
年
に
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
が
十
字
軍
士
達
に
よ
っ
て
王
国
の
統
治
者
に
選
出
さ
れ
た
時
点
か
ら
、
王
国
に
と
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

。
霞
鑓
σ
q
窪
9
聾
ω
は
王
国
の
重
大
事
を
協
議
す
る
場
と
し
て
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
事
が
伺
え
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
先
述
の
様
に
、

国
王
や
聖
俗
の
有
力
者
の
支
配
領
域
が
曖
昧
で
あ
っ
た
た
め
、
王
国
初
期
に
お
い
て
。
霞
鼠
α
q
霧
の
琶
肪
は
非
常
に
馴
染
み
易
い
も
の
で
も
あ

っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
～
方
、
文
書
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
る
初
の
。
熟
苗
σ
q
魯
①
邑
冨
は
一
～
二
〇
年
の
も
の
で
、
そ
こ
で
は
慣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

習
の
訂
正
に
つ
い
て
の
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
王
国
成
立
直
後
に
は
、
有
力
者
に
よ
る
集
会
は
、
王
国
の
安
定
を
目
指

す
た
め
の
会
合
の
場
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
o
寳
鈷
α
q
零
2
農
。
。
と
判
断
さ
れ
る
会
議
は
史
料
か
ら
あ
ま
り
確
認
さ
れ
な
い
。

が
、
こ
の
理
由
は
、
o
霞
賦
σ
q
①
p
Φ
＄
濠
が
機
能
し
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
く
、
王
国
初
期
で
は
、
。
話
語
お
σ
Q
δ
と
。
霞
冨
σ
q
Φ
無
窮
房
の
境
界

が
不
明
確
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
区
別
が
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
＝
八
○
年
代
の
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
王
国
攻
撃
と
い
う
緊
急
時
に
。
償
H
鑓
σ
q
Φ
⇒
9
巴
冨
が
多
数
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
史
料
中
に
見
ら

れ
る
。
例
え
ば
、
一
一
八
四
年
、
国
王
ボ
ー
ド
ワ
ン
四
面
は
ア
ッ
コ
ン
に
全
聖
職
者
と
全
貴
族
を
召
集
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
援
軍
を
要
請
す
る
件

に
つ
い
て
の
会
議
（
琶
σ
q
触
き
愚
巴
馨
①
馨
）
を
開
い
た
。
こ
こ
に
は
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教
、
テ
ン
プ
ル
騎
士
雪
雲
会
長
ア
ル
ノ
ー
ル
・
ド
・

葦
葺
・
童
・
バ
ネ
堕
修
道
会
長
只
ン
・
－
が
荒
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
麺
・
ま
た
・
＝
会
年
の
。
巨
蝿
器
匪
．
．
の

⑳例
等
、
多
数
騎
士
修
道
会
の
参
加
が
見
ら
れ
る
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
軍
事
に
関
す
る
会
合
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
ラ
イ
リ
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1
・
ス
ミ
ス
に
よ
る
言
及
通
り
、
騎
士
修
道
会
の
参
加
が
そ
の
殆
ど
に
確
認
さ
れ
る
。
が
、
そ
こ
に
お
け
る
騎
士
修
道
会
の
役
割
は
確
認
で
き

ず
、
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
恐
ら
く
は
国
王
の
軍
事
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
敗
戦
後
、
。
島
影
σ
q
Φ
熊
本
置
そ
の
も
の
の
、
ま
た
そ
こ
に
お
け
る
騎
士
修
道
会
の
役
割
に
一
つ
の
発
展
が
見
ら
れ
る
。

一
二
〇
八
年
、
エ
ル
サ
レ
ム
国
王
兼
キ
プ
ロ
ス
国
王
ア
モ
ー
リ
ー
二
世
が
死
去
す
る
と
、
そ
の
子
ユ
ー
グ
は
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教
ア
ル
ベ
ル

ト
ゥ
ス
、
全
聖
職
者
、
全
騎
士
、
テ
ン
プ
ル
・
聖
ヨ
ハ
ネ
・
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
を
召
集
し
、
そ
の
エ
ル
サ
レ
ム
国
王
継
承
の
承
認
を
求
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
、
騎
士
修
道
会
等
の
反
対
に
遭
い
、
結
局
は
ジ
ャ
ン
が
国
王
に
選
出
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
敗
戦
後
、
ラ
テ
ン
・
シ
リ

ア
に
存
在
す
る
国
王
候
補
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
王
位
を
巡
る
協
議
が
。
巨
餌
α
Q
Φ
房
邑
一
ω
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
事
例
で

あ
る
と
共
に
、
騎
士
修
道
会
の
権
力
の
増
大
を
裏
付
け
る
事
例
で
あ
る
。
ま
た
、
一
二
〇
九
年
の
。
霞
貯
σ
q
魯
費
聾
ω
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
ス

ル
タ
ン
、
ア
ー
デ
ィ
ル
・
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
一
世
が
ア
ッ
コ
ン
へ
休
戦
条
約
の
提
案
を
申
し
出
た
こ
と
に
対
し
て
、
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

反
対
意
見
が
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
＝
＝
九
年
、
第
五
回
十
字
軍
の
エ
ジ
プ
ト
侵
攻
時
に
も
同
様
な
事
が
見
ら
れ
、
。
樽
酒
α
q
Φ
器
＄
｝
尻

に
お
け
る
騎
士
修
道
会
の
政
治
権
限
、
少
な
く
と
も
軍
事
面
に
加
え
、
国
王
選
出
の
面
で
の
権
限
が
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
背
景
に

は
、
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い
前
後
か
ら
の
騎
士
修
道
会
の
軍
事
的
重
要
性
の
増
大
や
、
特
に
騎
士
修
道
会
と
ジ
ャ
ン
と
の
密
接
な
関
係
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　
以
後
、
そ
の
傾
向
が
続
く
が
、
王
国
末
期
に
モ
ン
ゴ
ル
軍
や
バ
イ
パ
ル
ス
の
王
国
侵
入
激
化
の
中
で
、
。
巨
鋤
α
q
魯
①
邑
誌
で
の
騎
士
修
道

会
の
役
割
に
大
き
な
転
換
が
見
ら
れ
る
。
軍
事
・
外
交
面
で
は
、
例
え
ば
一
二
⊥
ハ
三
年
の
。
弩
貯
α
q
零
Φ
邑
陣
ω
に
お
い
て
完
全
に
テ
ン
プ
ル
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

聖
ヨ
ハ
ネ
両
騎
士
修
道
会
の
意
見
が
優
先
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
発
雷
権
が
増
大
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
繰
り
返
し
に
な
る
の
で
詳

細
な
言
及
は
避
け
る
が
、
～
三
世
紀
半
ば
以
降
、
ム
ス
リ
ム
と
の
条
約
に
つ
い
て
の
討
議
の
場
が
再
三
設
け
ら
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
場
に
お

け
る
騎
士
修
道
会
の
役
割
の
発
展
は
先
に
見
た
逓
り
で
あ
り
、
騎
士
修
道
会
の
外
交
面
で
の
権
力
増
大
の
跡
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
国
王
選
択
に
関
し
て
も
、
そ
の
発
展
が
見
ら
れ
る
。
一
二
五
七
年
、
キ
プ
ロ
ス
国
王
ユ
ー
グ
が
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
摂
政
位
に
就
く
際
、
騎
士
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エルサレム王国における騎士修道会の発展（櫻井）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

修
道
会
の
助
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
年
代
記
史
料
よ
り
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
例
え
ば
ギ
ー
の
即
位
や
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ブ

リ
エ
ン
ヌ
の
即
位
の
例
の
よ
う
に
、
騎
士
修
道
会
が
国
王
位
・
摂
政
位
の
決
定
を
左
右
す
る
例
が
見
ら
れ
た
が
、
常
に
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教

等
の
他
勢
力
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
二
五
七
年
の
例
は
騎
士
修
道
会
単
独
で
ユ
ー
グ
を
導
入
し
た
も
の
で
あ
り
、

騎
士
修
道
会
が
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
統
治
者
を
選
択
す
る
強
力
な
団
体
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
背
景
と
し
て
は
、
様
々
な
点
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

考
え
ら
れ
る
が
、
中
で
も
一
二
五
〇
年
代
以
降
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
侵
入
、
＝
　
五
三
年
以
降
続
く
有
力
貴
族
間
の
闘
争
等
は

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
ギ
ー
と
コ
ッ
ラ
ー
ド
の
闘
争
期
と
同
様
、
内
外
の
重
大
事
が
騎
士
修
道
会
の
役

割
に
変
化
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
国
王
・
摂
政
の
選
択
と
い
う
騎
士
修
道
会
の
役
割
は
以
後
も
続
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、

一
二
七
七
年
、
シ
チ
リ
ア
王
シ
ャ
ル
ル
・
ダ
ン
ジ
ュ
ー
は
エ
ル
サ
レ
ム
国
王
を
名
乗
り
、
そ
の
代
理
人
と
し
て
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
・
サ
ン
ス
ベ

リ
ー
ノ
を
派
遣
し
た
時
、
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
は
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
の
助
力
に
よ
っ
て
ア
ッ
コ
ン
の
バ
イ
イ
ー
と
成
り
得
た
こ
と
が
年
代
記
史

　
　
　
　
　
　
　
⑳

料
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
の
導
入
は
、
当
時
エ
ル
サ
レ
ム
国
王
で
あ
っ
た
兼
キ
プ
ロ
ス
国
王
ユ
ー
グ
ニ
世
の
追
放
と
密
接
に

関
係
し
て
い
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
年
代
記
史
料
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
コ
ニ
七
八
年
六
月
、
エ
ル
サ
レ
ム
国
王
で
あ
り
キ
プ
ロ
ス
国

王
で
あ
る
ユ
ー
グ
〔
二
世
〕
は
、
ア
ッ
コ
ン
を
離
れ
、
統
治
権
を
放
棄
し
、
彼
に
は
も
は
や
〔
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
を
〕
統
治
す
る
意
志
が
な
い

こ
と
を
宣
言
す
る
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
書
簡
を
教
皇
に
送
る
。
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
や
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
の
た
め
こ
れ
以
上
聖
地
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

統
治
で
き
な
い
、
だ
か
ら
キ
プ
ロ
ス
へ
戻
る
の
だ
、
と
」
。
そ
の
結
果
、
翌
年
の
コ
ニ
七
九
年
、
ユ
ー
グ
王
は
三
五
〇
人
の
騎
士
を
従
え
、

テ
ィ
ー
ル
に
や
っ
て
き
て
、
ア
ッ
コ
ン
の
宗
主
権
を
回
復
し
よ
う
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
彼
〔
ユ
ー
グ
〕
は
そ
れ
を
為
し
え
な
か
っ
た
。
な
ぜ

な
ら
、
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
総
長
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
ボ
ー
ジ
ョ
ウ
が
彼
〔
ユ
ー
グ
〕
に
反
対
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
国
王
は
キ
プ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ス
に
戻
り
、
リ
マ
ソ
ー
ル
に
あ
っ
た
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
の
修
道
院
を
攻
撃
し
、
キ
プ
ロ
ス
の
修
道
士
達
の
所
領
を
没
収
し
た
」
と
い
う
事

態
が
起
こ
る
。
騎
士
修
道
会
が
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
統
治
者
と
し
て
キ
プ
ロ
ス
国
王
ユ
ー
グ
よ
り
シ
チ
リ
ア
王
シ
ャ
ル
ル
を
選
択
し
た
理
由
は

定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
重
要
で
あ
る
の
は
、
先
述
の
様
に
、
騎
士
修
道
会
が
単
独
で
国
王
を
選
択
し
、
そ
の
実
行
が
可
能
で
あ
っ
た
、
と
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い
う
現
実
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
例
は
、
末
期
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
。
拝
す
α
q
Φ
壽
錘
房
に
お
い
て
、
騎
士
修
道
会
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
っ
て
い
た
こ
と
を
端

的
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
＝
二
世
紀
以
降
、
。
ξ
鑓
α
q
Φ
滞
邑
一
ω
こ
そ
が
騎
士
修
道
会
の
政
治
的
権
力
発
揮
の
場
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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第
四
節
　
O
＝
「
冨
δ
臓
ω
と
O
鼠
Φ
愴
Φ
5
Φ
童
…
ω

　
最
後
に
、
。
震
ご
お
σ
Q
一
ω
と
。
霞
冨
σ
q
魯
①
巨
冨
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
王
国
初
期
に
は
そ
の
境
界
は
曖
昧
で
あ
っ
た
。
特
定
の
指

導
者
も
存
在
せ
ず
、
偶
発
的
に
誕
生
し
た
と
も
一
言
え
る
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
初
期
に
は
聖
俗
の
有
力
者
が
一
堂
に
会
す
る
集

会
が
協
議
の
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
王
権
の
確
立
と
共
に
分
化
し
、
所
領
・
特
権
承
認
等
の
内
政
に
関
す
る
こ
と
を
事
務
的
に
処
理

す
る
機
能
を
持
ち
、
主
に
国
王
の
封
建
家
臣
が
参
加
す
る
。
再
賦
お
α
q
一
。
。
と
、
軍
事
・
外
交
や
国
王
承
認
と
い
う
王
国
の
重
大
事
を
協
議
す
る

機
能
を
持
ち
聖
俗
を
問
わ
ず
王
国
の
有
力
者
が
参
加
す
る
。
霞
賦
σ
q
の
⇒
顕
露
冴
と
の
境
界
が
、
＝
一
世
紀
後
半
に
は
明
確
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ

の
結
果
、
騎
士
修
道
会
や
聖
職
者
が
。
巨
p
掃
α
q
一
ω
へ
参
加
す
る
こ
と
は
無
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
三
世
紀
に
な
り
国
王
不
在
と
い
う
状
況
が
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
会
議
に
変
化
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

。
霞
貯
お
び
Q
冴
が
殆
ど
機
能
し
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
国
王
と
そ
の
主
催
す
る
会
議
と
い
う
求
心
力
の
消
滅
は
、
王
国
の
分
化
を
も
た
ら

す
結
果
と
な
っ
た
。
本
論
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
例
え
ば
ア
ル
ス
ー
ル
の
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
へ
の
～
括
売
却
等
の
重
大

な
封
土
の
売
却
に
関
し
て
も
、
o
霞
這
お
α
q
δ
で
協
議
・
承
認
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
当
事
者
同
士
の
問
で
決
定
が
為
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

　
　
　
⑳

の
で
あ
る
。

　
上
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
o
霞
貯
お
σ
q
冨
と
。
岳
㌶
σ
q
Φ
器
邑
一
ω
は
、
そ
の
協
議
内
容
が
異
な
る
た
め
、
直
接
関
係
の
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
国
王
不
在
と
。
自
貯
器
σ
q
冨
の
機
能
低
下
と
い
う
状
況
下
で
、
結
果
的
に
で
は
あ
る
が
、
唯
一
王
国
の
求
心
力
と
し
て
の
機
能
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を
。
霞
鑓
σ
q
窪
①
邑
一
ω
が
果
た
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
＝
二
世
紀
に
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
を
覆
う
内
憂
外
患
は
、
。
幕
営
σ
q
窪
Φ
雫

p
一
一
。
。
を
王
国
唯
一
の
協
議
機
関
に
し
、
逆
に
言
え
ば
、
。
霞
鍵
σ
q
Φ
器
邑
一
ω
こ
そ
が
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
を
一
つ
の
単
位
に
為
さ
し
め
る
唯
一
の
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
事
は
、
臓
常
的
で
あ
る
筈
の
。
霞
目
お
α
Q
貯
と
、
非
日
常
的
で
あ
る
筈
の
。
霞
猷
σ
q
①
学
費
巴
δ
の
頻
度
を
網

対
的
に
比
較
し
た
数
字
に
も
端
的
に
現
れ
て
お
り
（
表
！
0
）
、
王
国
末
期
に
は
、
実
質
的
に
。
霞
鑓
σ
q
Φ
u
Φ
邑
貯
が
日
常
的
な
王
国
の
会
議
に
な

っ
た
と
も
雷
え
る
◎

　
本
論
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
騎
士
修
道
会
は
王
国
滅
亡
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
。
霞
猷
σ
q
魯
Φ
琶
一
ω
に
お
い
て
国
王
選
択
や
軍
事
・
外
交
の
決

定
に
お
け
る
権
限
を
増
大
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
全
体
を
視
野
に
お
い
た
場
合
、
騎
士
修
道
会
こ
そ
が
聖
地
防

衛
国
家
と
し
て
の
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
を
統
治
す
る
団
体
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

①
例
え
ば
、
田
げ
ギ
ω
熱
蔚
§
偽
肉
醤
蓉
駐
甲
唱
．
慰
。
。
山
0
9
等
参
照
。

②
冒
撃
住
．
匡
帥
戸
．
．
際
≦
φ
、
．
曽
ぎ
肉
色
○
蔓
r
9
名
。
。
9

③
本
稿
で
は
、
問
題
が
残
る
が
、
証
書
の
発
給
1
1
。
霞
賦
昂
σ
q
♂
の
開
催
、
と
判

　
点
し
た
。
従
っ
て
、
o
葺
貯
「
Φ
α
q
冨
を
考
察
す
る
に
当
た
り
、
国
王
、
或
い
は
国

　
王
不
在
時
に
は
そ
れ
に
変
わ
る
役
職
の
者
（
コ
ン
ス
タ
プ
ル
、
セ
ネ
シ
ャ
ル
等
）

　
が
発
給
人
と
確
定
で
き
る
チ
ャ
…
タ
ー
類
の
文
書
史
料
を
中
心
に
、
史
料
と
し
て

　
用
い
た
。

④
三
韓
簑
。
。
⑩
「
島
餐
貫
輿
車
等
。

⑤
き
頴
巨
甲
ご
び
ト
。
N
O
巷
ピ
ー
ピ
ま
鐸
0
巷
ご
国
§
酵
曽
じ
一
く
b
。
N
9
巷

　
一
㍉
U
才
卜
⊃
ω
ビ
○
ゲ
族
制
心
蒔
∴
O
①
設
題
甲
ピ
才
一
り
Q
Q
刈
－
鼻
膳
∴
〉
コ
昌
自
◎
一
襲
甲
〉
、
＝
c
Q
O
■
－

　
鴛
。
。
ご
〉
目
巴
㊥
伊
し
σ
．
＝
。
。
9
山
一
。
。
メ
等
参
照
。

⑥
他
は
殆
ど
全
て
特
権
の
承
認
や
確
認
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑦
「
騎
士
修
道
会
熱
」
に
関
し
て
は
、
簑
8
ぎ
戸
頃
二
爲
愚
貯
舜
き
愚
§
ミ
諺

　
§
気
§
黛
§
§
き
N
蓉
営
富
馨
像
導
鴨
ミ
勘
ミ
壁
Q
慈
鳶
　
置
串
鼠
め
ゆ
ト

　
ビ
の
一
8
ω
響
甲
一
㊤
㊤
二
等
参
照
。

⑧
匹
。
訂
算
．
．
瓢
。
審
も
。
自
＝
、
c
。
門
。
三
島
。
。
Φ
巨
儒
、
〉
得
業
①
①
二
極
8
渥
愚
霧
ユ
Φ

　
海
鉱
ヨ
。
づ
傷
ω
蝉
ヨ
『
9
鷺
霧
①
昌
ω
護
貯
伽
β
堵
o
a
、
、
”
砂
塵
，
貴
×
×
メ
一
⑩
お
－
一
¢
戯
。
。
．

　
冒
や
一
〇
卜
⊃
垂
一
〇
〇
Q
．

⑨
空
δ
写
ω
含
汗
§
肉
肉
ミ
遠
縁
曽
署
．
嵩
山
④
S
に
よ
る
と
、
北
方
の
ア
ン
テ
ィ

　
オ
キ
ア
公
領
、
ト
リ
ポ
リ
伯
母
は
、
ム
ス
リ
ム
軍
や
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
攻
撃
を
受
け

　
や
す
く
、
従
っ
て
騎
士
修
道
会
の
軍
事
活
動
の
中
心
と
な
り
、
そ
の
政
治
権
力
が

　
時
代
と
共
に
増
大
し
て
い
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
特
に
、
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会

　
に
関
し
て
は
、
一
一
八
○
年
代
に
そ
の
本
部
を
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
マ
ル
ガ
ト
に
移

　
し
た
こ
と
も
、
そ
の
背
景
に
付
け
加
え
て
い
る
。

⑩
　
貴
族
宮
廷
会
議
に
関
し
て
も
、
o
葭
ご
鵠
α
q
ジ
同
様
、
明
ら
か
に
領
主
が
発
給

　
人
で
あ
る
チ
ャ
…
タ
i
類
の
文
書
史
料
を
分
析
材
料
と
し
た
。
調
査
を
旧
っ
た
諸

　
侯
領
は
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
領
（
表
5
）
、
ト
リ
ポ
リ
伯
領
（
表
6
）
、
ガ
リ
ラ
ヤ

　
公
領
（
表
7
）
、
テ
ィ
ベ
リ
ア
ス
（
表
8
）
、
ヤ
ッ
フ
ァ
、
カ
イ
フ
ァ
、
ア
ス
カ
ロ

　
ン
、
ラ
ム
ラ
、
テ
ィ
ー
ル
、
ト
ロ
ン
、
ア
ル
ス
ー
ル
、
ベ
ス
サ
ン
、
シ
ド
ン
、
ス

　
カ
ン
ダ
レ
オ
ン
、
ジ
ブ
レ
、
ミ
ラ
ベ
ル
、
ベ
イ
ル
ー
ト
で
あ
り
。
霞
冨
捲
σ
q
置
と
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ほ
ぼ
同
様
の
結
果
、
つ
ま
り
騎
士
修
道
会
の
各
会
議
へ
の
参
加
が
＝
笹
紀
半
ば

　
し
か
或
い
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
そ
の
政
治
的
活
動
基
盤
で
は
な
い
こ
と
、
が
導
か

　
れ
た
。
唯
一
の
例
外
は
カ
エ
サ
レ
ア
で
あ
ろ
う
が
（
表
9
）
、
領
主
ジ
ュ
リ
ア
ー

　
ナ
の
時
代
は
聖
職
者
・
修
道
士
の
参
加
自
体
が
例
外
的
に
多
く
、
騎
士
修
道
会
も

　
そ
の
一
つ
と
し
て
参
加
し
て
い
た
の
み
で
あ
ろ
う
。

⑪
法
書
史
料
と
そ
の
著
者
に
関
し
て
は
、
表
｝
㊥
ギ
ω
邑
登
窯
隠
§
N
さ
ミ
賊
童
唱
マ

　
這
一
－
置
幽
．
参
照
。

⑫
審
磐
傷
、
竈
旦
．
．
ご
く
【
Φ
．
、
り
旦
沁
唐
§
ジ
孚
巷
9

⑬
特
に
空
器
く
・
ω
巳
薪
§
鳴
き
N
蛍
騎
も
．
δ
①
．
塗
。
尚
、
騎
士
修
道
会
と

　
．
乏
帥
「
－
O
o
巨
。
臨
、
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
騎
士
修
道
会
が
全
て
の
．
≦
9
7

　
0
0
毎
。
出
．
に
参
加
し
た
、
と
記
さ
れ
る
の
み
で
、
そ
の
変
遷
や
程
度
等
に
つ
い

　
て
は
琶
及
さ
れ
て
い
な
い
。

⑭
オ
…
ト
・
ク
ー
ル
以
外
の
会
議
で
は
、
ア
ッ
コ
ン
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
よ
る
ク
ー

　
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
蜀
ワ
が
あ
っ
た
が
、
性
質
の
相
違
に
よ
り
、
本
稿
で
は
検
討
の

　
対
象
外
と
す
る
。

⑮
肉
馨
§
る
㎝
O
．

⑯
沁
馨
§
b
O
ド

⑰
毛
臼
。
巳
”
ぼ
『
0
9
℃
ド
6
魁
娼
ω
引
野
碧
蕾
曽
ご
く
P
9
琶
同
’
δ
訂
℃
G
。
．

　
等
参
照
。
一
。
。
・
幻
Φ
σ
Q
o
ω
貫
。
。
P

⑲
㌍
巴
Φ
ω
闇
ピ
円
く
ト
。
μ
9
省
H
■

⑳
卑
鼠
①
ω
▼
ご
く
ト
。
ρ
9
9
。
喝
。
。
．

⑳
甲
鼠
Φ
。
・
▼
ご
く
ト
っ
9
9
巷
卜
。
0
．
b
冨
唱
G
。
r
O
げ
巷
ω
㎝
■

⑳
）
　
国
鑓
。
♂
。
。
叩
ピ
陣
く
ト
⊃
ρ
○
げ
勉
娼
一
N
ご
0
7
節
℃
一
Q
Q
．

｛
㊧
　
国
冨
。
『
即
り
ぞ
ト
o
ρ
O
『
回
漕
一
心
」
い
ぞ
悼
メ
0
7
p
唱
①
陸
0
ず
口
唱
＝
辱

（
⑳
　
O
①
ω
［
窃
”
じ
ぞ
ρ
ω
一
c
Q
■
、
国
酔
①
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エルサレム王国における騎士修道会の発展（櫻井）

　
本
稿
で
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
維
持
・
存
続
に
関
わ
っ
た
団
体
の
一
つ
と
し
て
、
騎
士
修
道
会
と
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
権
力
構
…
造
、
特
に

政
治
構
造
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
考
察
を
、
所
領
・
特
権
・
有
力
者
と
の
関
係
・
会
議
と
い
っ
た
視
点
か
ら
試
み
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め

て
み
る
と
、
以
下
の
こ
と
が
結
論
と
し
て
導
か
れ
る
。

　
一
二
世
紀
前
半
に
設
立
さ
れ
た
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
、
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
は
一
＝
二
〇
年
代
よ
り
急
速
に
そ
の
所
領
を
拡
大
さ
せ
、

軍
事
・
経
済
基
盤
を
形
成
さ
せ
て
い
っ
た
。
同
時
に
、
そ
の
聖
地
防
衛
の
目
的
と
軍
事
力
増
大
は
有
力
者
、
特
に
国
王
と
の
密
接
な
関
係
を
産

み
出
し
、
軍
事
・
政
治
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
、
政
治
権
力
発
展
の
バ
ッ
ク
・
ボ
ー
ン
を
築
い
て
い
っ
た
。
こ
の

事
は
、
。
霞
置
お
α
q
一
ω
へ
の
参
加
と
い
う
点
に
も
表
れ
て
い
る
。
一
＝
ハ
○
年
代
後
半
よ
り
、
王
国
内
で
聖
俗
の
分
化
が
進
む
に
つ
れ
、
騎
士

修
道
会
の
。
嘆
冨
冨
σ
q
一
ω
へ
の
参
加
は
見
ら
れ
な
く
な
る
が
、
一
方
国
王
と
の
個
人
的
関
係
や
。
霞
這
σ
q
①
濤
邑
δ
と
い
う
場
を
そ
の
政
治
権
力

の
基
盤
と
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い
前
後
の
混
乱
は
、
王
国
に
お
け
る
騎
士
修
道
会
の
軍
事
的
・
政
治
的
役
割
の
発
展
に

大
き
く
影
響
す
る
。
ジ
ャ
ン
の
渡
欧
と
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
世
と
の
闘
争
以
降
の
軍
事
統
率
者
と
し
て
の
国
王
不
在
の
状
況
は
、
騎
士
修
道
会

の
条
約
締
結
権
に
起
源
を
持
つ
外
交
面
で
の
権
力
や
、
調
停
者
の
役
割
と
し
て
そ
の
政
治
権
力
を
増
大
さ
せ
る
。
ま
た
、
王
国
宋
期
に
は
、
殆

ど
機
能
し
な
く
な
っ
た
。
霞
冨
お
σ
Q
一
ω
に
代
わ
り
。
霞
冨
α
q
Φ
　
①
邑
一
ω
が
重
要
な
協
議
機
関
に
な
る
が
、
そ
こ
で
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
っ
て
い

た
騎
士
修
道
会
は
、
ま
さ
に
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
統
治
団
体
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
従
来
の
研
究
の
描
く
、
特
に
一
三

世
紀
の
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
権
力
構
造
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
騎
士
修
道
会
は
王
国
レ
ベ
ル
で
の
所
領
問
題
の
処
理
や
裁
判
権
の
行
使
と
い
っ
た
機
能
は
持
た
な
か
っ
た
。
騎
士
修
遵
会
は
、
あ

く
ま
で
も
聖
地
防
衛
国
家
と
し
て
の
「
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
領
」
の
維
持
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
決
し
て
「
王
国
」
た
る
エ
ル
サ
レ
ム

王
国
の
統
治
を
目
的
と
す
る
団
体
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
王
国
末
期
に
な
る
と
実
質
的
に
「
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
1
1
騎
士
修
道
会
領
」
と
い
う

構
図
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
が
維
持
・
存
続
さ
れ
た
原
因
が
帰
さ
れ
よ
う
が
、
騎
士
修
道
会
の
果
た
し
た
役

割
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
「
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
」
と
し
て
で
は
な
く
「
聖
地
防
衛
国
家
」
と
し
て
で
あ
る
こ
と
を
再
度
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　
従
来
の
見
解
は
、
騎
士
修
道
会
の
軍
事
面
の
み
で
の
重
要
性
を
強
調
し
た
が
た
め
に
、
そ
の
政
治
的
役
割
を
決
し
て
正
当
に
評
価
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
王
国
全
期
を
通
し
て
見
る
と
、
騎
士
修
道
会
が
政
治
的
権
力
を
発
揮
し
た
の
は
僅
か
な
期
間
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
王
国
末
期
に
お
い
て
騎
士
修
道
会
が
統
治
者
的
存
在
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
一
現
実
像
で
あ
る
の

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
、
考
察
し
き
れ
な
か
っ
た
が
、
騎
士
修
道
会
の
発
展
の
背
景
に
は
西
欧
社
会
で
の
思
想
面
、
物
理
的
面
で
の
支
援
が
あ
る
の
は
当

然
で
あ
る
。
特
に
、
思
想
面
で
は
、
聖
ベ
ル
ナ
ー
ル
以
降
、
様
々
な
教
会
関
係
者
が
騎
士
修
道
会
に
関
係
し
て
お
り
、
そ
の
考
察
は
騎
士
修
道

会
研
究
に
と
っ
て
だ
け
で
は
な
く
、
西
欧
中
世
史
研
究
に
と
っ
て
様
々
な
問
題
を
提
起
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
有
益
な
も
の
と
な
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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1ingshi（令史），　etc．　From　the　latter　haif　of　the　Former｝lan，　these　ranks

changed；　zushi　and　lingshi　disappeared　from　the　histortcal　records，　and　instead

yuan（撮）and　shi（史）became　predominant．　In　th｛s　paper，　the　author　discusses

the　meaning　of　the　above　change　by　focusing　oB　the　characteristics　of　the　yuan

and　shi　ranks．　The　conclusion　is　as　follows：

　　There　were　two　raRking　systems　arr｝ong　the　subordinates　of　the　commandery

and　county．　One，　composed　of　the　ranks　yuan　and　shi，　applied　to　tltose　worlting

within　each　commandery　bureau　and　county　ofice．　The　other，　composed　of　the

ranks　zushi，　syu（属），　lingshi，　sefU（密夫），　etc，，　entitled　the　holder　to　an　of丘cial

stipend．　The　latter　formed　one　part　of　the　Han　bureaucracy，　and　the

appointment　of　these　rank　holders　was　regulated　by　the　imperial血stitutlon．

However，　appointmeRts　to　the　ranks　of　yuan　and　shl　were　based　on　appraisals

made　at　the　coinmandery　and　couRty　levels，　essentially　free　from　systematic

regulation，　Thus，　the　spread　of　yuan　and　shi　ranks，　based　on　independent

assessments　by　each　commandery　and　county，　signifies　the　reorganization　of　the

rank血g　of　zhi　（秩）　and　thus，　the　strengthening　of　commandery　and　county

autonomy．

The　Development　of　Mditary　Orders　in　the　Lahn　Kingdom

　　　　　　of　Jerusalem：　Analysis　of　the　cur・ia　generalis

by

SN〈URAI　Yasuto

　　Since　」．　L．　Monte’s　work，　the　main　concern　of　scholars　of　the　Latin　1〈ingdom

of　Jerusalem　has　been　the　relationship　between　it’s　kings　and　feudal　nobdity．

However，　given　conditions　peculiar　to　Latin　Syria，　such　as　the　threat　of　Muslims’

military　power，　the　lack　of　man－power，　the　absence　of　kings　since　1222，　etc．，

their　studies　are　insufficient　for　the　reconstmction　of　the　actual　power－structure　of

the　Kingdom．

　　Therefore，　the　airn　of　this　paper　is　to　examine　the　development　of　the　military

orders，　especia｝ly　the　Templars　and　Hospital｝ers．　They　retained　the　most　stab｝e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（604）



man－power　in　Latin　Syria　due　to　their　vast　possessions　in　Europe．

　　A　re－exarnination　of　docurnents　and　chronicles　wiH　reveal　that　the　military

orders　gradually　expanded　their　possessioRs，　acquired　privileges，　and　assurned　the

role　of　arbitrator，　resulting　in　their　domination　of　the　curiageneralis．　ln　the　late

thirteenth　century，　these　factors　made　it　possible　for　them　to　work　as　the　actual

rulers　of　the　Kingdom．

（603）




